
　議場が二分！ 　議場が二分！ 
　　 旧小西家住宅保存工事 可決  … ６　　 旧小西家住宅保存工事 可決  … ６

    第 138 号　令和８年４月 27 日第 138 号　令和８年４月 27 日
議会議会だよりだより

注目！注目！

写真は 7 年ぶりの開催となった「おぢか国際音楽祭」教会コンサートの一幕写真は 7 年ぶりの開催となった「おぢか国際音楽祭」教会コンサートの一幕



(2)（3）

定例三月会定例三月会議議ッ！ッ！
令和  令和  8  8  年年    3  3  月  月  9  9  日日  〜  17    〜  17  日 まで日 まで

最
大
の
争
点
は

最
大
の
争
点
は

　
旧
小
西
家
住
宅
関
連
予
算

　
旧
小
西
家
住
宅
関
連
予
算

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
議
に

お
い
て
、最
も
議
論
が
集
中
し
た
の
が「
旧

小
西
家
住
宅
（
笛
吹
地
区
）」
の
保
存
修

理
事
業
で
す
。 

　
総
事
業
費
が
３
カ
年
で
約
３
億
円
に

上
る
本
事
業
に
対
し
、
委
員
か
ら
「
本

体
工
事
費
相
当
分
（
令
和
８
年
度
分
：

９
５
５
０
万
円
）
を
減
額
す
る
修
正
案
」

が
提
出
さ
れ
、
賛
否
が
大
き
く
分
か
れ
る

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
８
～

９
ペ
ー
ジ
）

小
値
賀
の
未
来
を
左
右
す
る
予
算
審
議

小
値
賀
の
未
来
を
左
右
す
る
予
算
審
議

　
　
　
　
　
修
正
案
が
提
出
さ
れ
議
論
は
白
熱

　
　
　
　
　
修
正
案
が
提
出
さ
れ
議
論
は
白
熱

問
高
齢
化
に
よ
り
農
業
者
が
減
少
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら

い
数
が
減
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
農
業
推
進
委
員
を
４
名
か
ら
２

名
に
減
ら
す
こ
と
で
、
毎
年
行
っ
て
い
る

農
地
の
現
況
調
査
な
ど
、
ひ
と
り
当
た
り

の
カ
バ
ー
範
囲
や
負
担
が
増
加
す
る
の
で

は
な
い
か
。

答
過
去
か
ら
の
正
確
な
推
移
デ
ー
タ
は
な

い
が
、
令
和
３
年
度
の
調
査
時
点
で
農
地

面
積
は
約
４
４
０
へ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
者

数
は
約
３
２
０
名
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

実
態
を
鑑
み
て
定
数
削
減
を
行
う
も
の
で

あ
る
。 

　
定
数
減
に
よ
り
ひ
と
り
当
た
り
の
調
査

面
積
は
増
え
る
が
、
今
年
度
か
ら
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る
事
務
の
効
率
化

に
加
え
、
推
進
委
員
だ
け
で
な
く
農
業
委

員
と
合
わ
せ
た
16
名
全
体
で
調
査
面
積
の

割
り
振
り
を
再
度
検
討
す
る
た
め
、
２
名

に
過
度
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
は
な
い
。

22 億 億 714714 万円 万円 減減

                          4343 億 億 25682568 万円 万円 にに

特
別
会
計

特
別
会
計

　　

補
正
予
算

補
正
予
算

一
般
会
計

一
般
会
計

　　

補
正
予
算

補
正
予
算

令
和
令
和
７７
年
度
年
度

令
和
令
和
７７
年
度
年
度

町内公衆トイレ

整備工事費

３４０万円 減

堆肥製造施設３ｔ

ダンプ購入費

１０００万円 減

松材線虫病被害木

処理業務委託料

１０６０万円 減

主 な 内 容主 な 内 容

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

各
会
計

各
会
計

　
　
　
補
正
予
算
を
可
決

　
　
　
補
正
予
算
を
可
決

　
歳
入
で
は
、
国
の
特
別
交
付
税
の
決
定

に
よ
る
増
額
（
１
億
４
８
０
０
万
円
増
）

や
、
そ
れ
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
へ
の
繰

り
戻
し
（
貯
金
の
取
り
崩
し
の
減
額
）
が

主
な
要
因
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
旧
野
首
教
会
保
存
修
理

事
業
の
完
了
に
伴
う
減
額
の
ほ
か
、
各

事
業
の
年
度
末
に
向
け
た
実
績
見
込
み

に
よ
る
精
算
減
額
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
年
度
内
完
了
が
困
難
な
戸
籍
情

報
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
８
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
へ
予
算
を
繰
り
越
す
手

続
き
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

推
進
委
員
の
体
制
を

推
進
委
員
の
体
制
を

　　    

２
名
に
ス
リ
ム
化

２
名
に
ス
リ
ム
化

で
21
世
帯
25
名
で
、
年
度
末
に
向
け
て
さ

ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

問
堆
肥
製
造
施
設
の
３
ト
ン
ダ
ン
プ
購
入

費
（
約
１
千
万
円
）
を
減
額
（
取
り
や
め
）

し
た
理
由
は
。

答
事
務
処
理
の
遅
れ
に
よ
り
、
当
初
見
込

ん
で
い
た
納
期
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
。
令
和
８
年
度
中
に
事
業

全
体
の
計
画
を
見
直
す
予
定
で
あ
り
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
改
め
て
購
入
の
必
要
性
を

検
討
す
る
。

　
以
下
の
７
会
計
に
つ
い
て
も
、
年
度
末

の
事
業
精
算
等
に
伴
う
補
正
予
算
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
渡
船
事
業
特
別
会
計

　
新
船
リ
プ
レ
ー
ス
調
査
業
務
委
託
料
の

　
減
額
な
ど 

 

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
実
績
見
込
み
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

　
額
な
ど 

 

●
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
国
保

診
療
所
・
簡
易
水
道
・
下
水
道

　
各
事
業
の
実
績
見
込
み
に
伴
う
精
算
・

　
減
額
補
正
な
ど

　
３
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
、
定
例
３
月

会
議
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算

を
決
め
る
重
要
な
会
議
で
す
。

　

３
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
、

予
算
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
議
員
７

名
で
構
成
／
今
田
光
弘
委
員
長
）を
設
置
。

　
総
額
40
億
７
０
０
万
円
と
な
る
令
和
８

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
各
特
別

会
計
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
、
執
行

部
と
熱
く
深
く
突
っ
込
ん
だ
質
疑
を
交
わ

し
ま
し
た
。

最終日最終日第 1 日目第 1 日目 第 2 日目第 2 日目

農業委員会

問
定
住
支
援
業
務
委
託
料
が
１
１
７
万
円

余
り
増
額
さ
れ
て
い
る
理
由
と
、
実
際
の

移
住
成
果
は
出
て
い
る
の
か
。

答
移
住
に
関
す
る
相
談
対
応
が
、
当
初
見

込
み
の
15
件
か
ら
40
件
へ
と
大
幅
に
増
加

し
た
た
め
。
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
や
空
き
家

バ
ン
ク
の
内
見
対
応
が
増
え
て
お
り
、
件

数
に
応
じ
て
精
算
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
移
住
者
数
は
12
月
現
在

　
主
な
や
り
と
り

　
主
な
や
り
と
り

一
般
会
計

一
般
会
計  

補
正
予
算

補
正
予
算

  

特
別
・
公
営
企
業
会
計

特
別
・
公
営
企
業
会
計

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

補
正
予
算

補
正
予
算

渡船事業渡船事業

国民健康保険国民健康保険

後期高齢者後期高齢者医療医療

介護保険介護保険

診療所診療所

181181万円 万円 減減

12731273万円万円  増増

203203万円万円  減減

12501250万円万円  減減

207207   万円 万円 減減

82778277万円万円にに

44億億65516551万円万円にに

60660655万円万円にに

33億億75497549万円万円にに

44億億45354535万円万円にに

https://www.youtube.com/watch?v=5fct0uESN1w&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=Mhs_c2pDW_M
https://www.youtube.com/watch?v=Q8_aEbgEF18&feature=youtu.be
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問
本
予
算
案
が
議
会
で
可
決
さ
れ
る
前
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
大
手
旅
行
会
社

の
ツ
ア
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
「
グ
リ
ー

ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
乗
車
し
て
野
崎

島
を
回
る
」
と
写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
、

募
集
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
予
算
成
立
を
前
提
と
し
て
お
り
議
会
軽

視
だ
。
自
前
で
リ
ー
ス
で
き
る
な
ら
、
そ

も
そ
も
町
の
購
入
予
算
は
不
要
で
は
。

答
Ｉ
Ｔ
協
会
側
が
事
業
開
始
を
急
ぎ
、
予

算
成
立
ま
で
の
「
つ
な
ぎ
」
と
し
て
リ
ー

ス
で
受
付
を
始
め
て
し
ま
っ
た
。

　
た
だ
、
リ
ー
ス
は
月
額
約
18
万
円
と
割

高
で
最
終
的
に
購
入
費
を
上
回
る
た
め
、

町
に
よ
る
購
入
を
協
会
は
希
望
し
て
い

る
。
議
会
承
認
前
に
募
集
し
た
手
順
の
前

後
は
重
く
受
け
止
め
、協
会
を
指
導
す
る
。

問
観
光
振
興
計
画
に
お
け
る
「
満
足
度
」

や
「
リ
ピ
ー
ト
率
」
の
目
標
値
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

の
根
拠
が
曖
昧
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
広
域
調
査
の
デ
ー
タ
に

頼
っ
て
い
た
が
、
今
後
は
宿
泊
・
飲
食
・

交
通
事
業
者
と
連
携
し
、
町
独
自
の
デ
ー

タ
収
集
体
制
を
構
築
す
る
。

　

満
足
度
が
低
い
要
因
を
詳
細
に
分
析

し
、
実
態
に
即
し
た
施
策
と
数
値
目
標
の

改
善
を
図
る
。

問
島
内
の
住
宅
不
足
が
深
刻
で
、
移
住
や

定
住
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

答
住
宅
不
足
解
消
の
た
め
、
新
た
に
「
民

間
賃
貸
住
宅
建
設
補
助
」
を
創
設
し
た
。

　
民
間
事
業
者
に
よ
る
賃
貸
ア
パ
ー
ト
等

の
建
設
（
目
標
８
戸
）
に
対
し
強
力
に
補

助
を
行
い
、
移
住
者
と
町
民
双
方
が
入
居

で
き
る
住
宅
確
保
を
急
ぐ
。

問
前
方
楽
市
は
継
続
し
て
い
け
る
の
か
。

答
商
工
会
に
委
託
し
て
い
る
が
、
人
材
確

保
の
面
で
継
続
が
難
し
く
、
引
き
受
け
て

く
れ
る
事
業
者
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い
く

か
今
年
度
中
に
考
え
る
。

問
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
全
体
を
今
後
ど

う
管
理
し
て
い
く
の
か
。

答
令
和
８
年
度
に
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」を
更
新
す
る
。
そ
の
過
程
で「
町

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
施
設

の
必
要
性
や
存
続
・
廃
止
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
町
民
の
皆
様
と
直
接
議
論
し
、
優

先
順
位
（
老
朽
度
、
緊
急
度
、
利
用
頻
度

な
ど
）
を
決
定
し
て
い
く
。

令和令和 88 年年 33 月月 1111 日から日から 1313 日まで日まで

　 　 　   令 和 ８ 年 度　 　 　   令 和 ８ 年 度

予 算 審 査 ハ イ ラ イ ト予 算 審 査 ハ イ ラ イ ト

問
観
光
の
閑
散
期
対
策
や
、
延
泊
を
促
す

具
体
的
な
仕
掛
け
は
。

答
農
業
・
漁
業
体
験
を
組
み
込
ん
だ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
狩

り
や
か
ん
こ
ろ
も
ち
作
り
な
ど
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
商
品
化
す
る
。

　
五
島
列
島
全
体
で
の
周
遊
ツ
ア
ー
造
成

を
通
じ
、
小
値
賀
で
の
宿
泊
数
増
加
を
目

指
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置

す
る
狙
い
は
？

答
こ
れ
ま
で
「
母
子
保
健
（
健
康
面
）」

と
「
児
童
福
祉
（
生
活
・
相
談
面
）」
で

分
か
れ
て
い
た
窓
口
を
統
合
し
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
を
一
括
し
て
伴

走
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

問
島
内
の
介
護
施
設
等
で
の
人
手
不
足
が

深
刻
だ
。
人
材
確
保
の
具
体
策
は
。

答
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
町
外
の
就
労
支
援
事
業
者
と
連

携
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
募
集
、
さ
ら
に
は
自
立
支
援
相
談

を
通
じ
た
就
労
支
援
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
窓

口
を
通
じ
て
担
い
手
の
確
保
に
奔
走
し
て

い
る
。

問
令
和
８
年
度
の「
ふ
る
さ
と
留
学
生（
中

高
一
貫
）」
の
受
け
入
れ
状
況
と
、
募
集

活
動
の
成
果
は
。

答
令
和
８
年
度
は
中
・
高
合
わ
せ
て
計
10

名
の
留
学
生
を
予
定
し
て
い
る
。
首
都
圏

や
福
岡
で
の
説
明
会
に
加
え
、
高
校
生
自

身
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
小
値
賀
の
魅
力
を
発
信

す
る
「
高
校
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
予
算

を
計
上
し
、
生
の
声
を
通
じ
た
募
集
活
動

を
強
化
し
て
い
る
。

問
新
設
さ
れ
た
ち
か
ま
る
寮
（
男
子
寮
）

の
運
用
と
、
女
子
寮
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

答
旧
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
改
修
し
た
新
寮

（
定
員
６
名
）
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り

既
存
の
寮
を
女
子
専
用
（
定
員
12
名
）
と

し
、
合
計
18
名
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

た
。
生
活
環
境
の
充
実
は
、
保
護
者
の
安

心
感
や
留
学
の
満
足
度
向
上
に
直
結
す
る

と
考
え
て
い
る
。

問
青
少
年
教
育
活
動
事
業
と
は
。

答
夏
休
み
で
帰
省
し
て
い
る
本
町
出
身
の

大
学
生
を
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
し
、

小
学
生
の
夏
休
み
の
宿
題
を
見
て
も
ら
う

実
証
的
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

今田 委員長 江川 委員 小辻 委員立石 副委員長横山 委員橋本 委員 森岡 委員予算特別委員会

小値賀の未来を創る！小値賀の未来を創る！
4040 億 700 万円の予算を 億 700 万円の予算を 徹底審議 ‼徹底審議 ‼

可
決
前
の
募
集
に

可
決
前
の
募
集
に

　
　
　

厳
し
い
指
摘

　
　
　

厳
し
い
指
摘

産業・観光

子
育
て
世
代
か
ら

子
育
て
世
代
か
ら

　
　

選
ば
れ
る
島
へ

　
　

選
ば
れ
る
島
へ

教　育

こ
ど
も
家
庭

こ
ど
も
家
庭

　

セ
ン
タ
ー
設
置
へ

　

セ
ン
タ
ー
設
置
へ

福祉・子育て

町
民
と
共
に

町
民
と
共
に

　
　
　
　

考
え
る

　
　
　
　

考
え
る

行　政

建
設
な
る
か

建
設
な
る
か

　
　

民
間
賃
貸
住
宅

　
　

民
間
賃
貸
住
宅

暮 ら し

約 15 時間にわたる質疑の一部をお伝えします約 15 時間にわたる質疑の一部をお伝えします



（7）

旧
小
西
家
住
宅
保
存
修
理
事
業

議
論
の
末
、
実
施
が
決
定

～
小
値
賀
の
近
代
を
象
徴
す
る
遺
産
を
現
代
へ

そ
の
価
値
と
利
活
用
計
画
、
議
場
を
二
分
し
た
議
論
～

約約３３億円億円

総事業費総事業費

※設計費 725※設計費 725
万円を除く万円を除く

工　期工　期
88 年度年度

からから

３３ヵ年ヵ年

令
和
令
和

　
町
教
育
委
員
会
の
資
料
に
よ

る
と
、
小
西
家
は
江
戸
時
代
に

和
歌
山
県
よ
り
笛
吹
に
移
り

住
み
、
当
主
は
代
々
「
常つ
ね
ぞ
う蔵
」

の
名
を
踏
襲
し
て
き
ま
し
た
。

　
８
代
目
常
蔵
は
「
小
値
賀
の

近
代
発
展
の
父
」
と
さ
れ
、
明

治
40
年
に
郵
便
局
長
と
な
り
現

在
の
小
値
賀
郵
便
局
の
基
礎
を

築
き
ま
し
た
。
明
治
43
年
に
は

小
値
賀
魚
市
場
を
、
大
正
８
年

に
は
小
値
賀
発
電
所
を
設
立
す

る
な
ど
、
島
民
の
生
活
向
上
や

産
業
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
旧
小
西
家
住
宅
は
、
昭
和
６

年
に
笛
吹
の
高
台
に
常
蔵
が
建

て
た
大
規
模
な
屋
敷
造
り
で
、

約
１
０
０
年
前
の
最
先
端
の
近

代
建
築
技
術
を
つ
ぎ
込
ん
だ
豪

華
な
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
存
修
理
後
の
建
物
に
つ
い

て
、
町
は
４
つ
の
活
用
の
方
向

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

❶
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

事
務
所
、
カ
フ
ェ
等
と
し
て
の

活
用
。

❷
ふ
る
さ
と
伝
承
の
館

伝
統
料
理
の
提
供
、
公
民
館

的
利
活
用
の
場
、
生
涯
学
習
活

用
等
。

❸
建
造
物
の
公
開

近
代
建
築
技
術
を
つ
ぎ
込
ん

だ
屋
敷
造
り
を
そ
の
ま
ま
公

開
。

❹
町
歩
き
等
の
拠
点

歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
旧
小

田
家
住
宅
な
ど
を
巡
る
「
笛
吹

町
歩
き
コ
ー
ス
」
の
終
点
、
お

　
今
議
会
の
一
般
会
計
予
算
審

査
に
お
い
て
最
大
の
論
点
と

な
っ
た
「
旧
小
西
家
住
宅
保

存
修
理
事
業
」。
総
事
業
費
約

３
億
円
に
及
ぶ
３
カ
年
計
画
の

予
算
に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委

員
会
お
よ
び
本
会
議
で
の
討
論

と
採
決
を
経
て
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
町
か
ら
示
さ
れ

た
資
料
お
よ
び
議
場
で
の
討
論

の
概
要
、
審
議
の
結
果
を
お
伝

え
し
ま
す
。

小
西
家
と
旧
小
西
邸
の
歴
史

小
西
家
と
旧
小
西
邸
の
歴
史

特集記事｜第２回

117
号

135
号

過
去
の
特
集
記
事
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

　

町
が
検
討
し
て
い
る

町
が
検
討
し
て
い
る

利
活
用
（
案
）

利
活
用
（
案
）

よ
び
「
小
値
賀
島
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
」
の
始
点
と
し
て
の

位
置
づ
け
。

　
本
事
業
に
係
る
総
事
業
費
お

よ
び
そ
の
内
訳
は
、
右
に
示
す

と
お
り
。
３
カ
年
に
わ
け
て
約

グラフタイトル

1 2 3 4

国補助国補助

県補助県補助

起債起債
（借金）（借金）
9,8609,860 万円万円

＊うち 8 割が交付税措置＊うち 8 割が交付税措置

町の実質負担額 1,972町の実質負担額 1,972 万円万円

411411 万円万円

11 億億 9,2629,262 万円万円

町一般財源町一般財源
1111 万円万円

予算の財源内訳予算の財源内訳

正門前での家族写真

１
億
円
づ
つ
執
行
す
る
計
画
す

で
す
。

　
国
（
文
化
庁
）
か
ら
文
化
財

保
存
の
た
め
の
補
助
を
い
た
だ

く
た
め
、
工
事
内
容
は
基
本
的

に
原
状
復
旧
と
な
り
ま
す
。

総
事
業
費
３
億
円
の
う
ち

総
事
業
費
３
億
円
の
う
ち

　
　

町
負
担
は
２
千
万
円

　
　

町
負
担
は
２
千
万
円

昭和６年建設当時の造りに復旧する

　
２
月
に
開
催
さ
れ
た
２
回
の

　
２
月
に
開
催
さ
れ
た
２
回
の

全
員
協
議
会
で
は
計
画
案
（
右

全
員
協
議
会
で
は
計
画
案
（
右

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
が
示
さ
れ
、

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
が
示
さ
れ
、

議
員
か
ら
事
業
の
妥
当
性
や
将

議
員
か
ら
事
業
の
妥
当
性
や
将

来
へ
の
懸
念
に
つ
い
て
、
多
く

来
へ
の
懸
念
に
つ
い
て
、
多
く

の
鋭
い
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

の
鋭
い
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
疑
応
答
の
内

　
こ
こ
で
は
、
質
疑
応
答
の
内

容
を
紙
面
の
許
す
限
り
お
伝
え

容
を
紙
面
の
許
す
限
り
お
伝
え

し
ま
す
。

し
ま
す
。

問
３
億
円
を
か
け
て
修
理
し
た

問
３
億
円
を
か
け
て
修
理
し
た

後
、
毎
年
の
維
持
管
理
費
は
ど

後
、
毎
年
の
維
持
管
理
費
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
。ま
た
、

れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
。ま
た
、

そ
の
費
用
を
ど
う
や
っ
て
回
収

そ
の
費
用
を
ど
う
や
っ
て
回
収

す
る
計
画
な
の
か
。

す
る
計
画
な
の
か
。

答
近
隣
の
類
似
施
設
（
尼
忠
東

答
近
隣
の
類
似
施
設
（
尼
忠
東

店
や
野
崎
島
神
官
屋
敷
）
の

店
や
野
崎
島
神
官
屋
敷
）
の

実
績
を
参
考
に
す
る
と
、
光

実
績
を
参
考
に
す
る
と
、
光

熱
水
費
や
管
理
人
謝
礼
、
清

熱
水
費
や
管
理
人
謝
礼
、
清

掃
代
な
ど
を
含
め
て
年
間
約

掃
代
な
ど
を
含
め
て
年
間
約

9090
万
円
程
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

万
円
程
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
見
込
ん
で
い
る
。

コ
ス
ト
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
を
補
う
収
益
化
の
仕
組

こ
れ
を
補
う
収
益
化
の
仕
組

み
と
し
て
、
歴
史
民
俗
資
料
館

み
と
し
て
、
歴
史
民
俗
資
料
館

（
１
０
０
円
）
よ
り
高
め
の
入

（
１
０
０
円
）
よ
り
高
め
の
入

館
料
設
定
や
、
人
件
費
を
削
減

館
料
設
定
や
、
人
件
費
を
削
減

　
３
月

　
３
月
1313
日日

　
　
設
計
業
務
委
託
料

　
　
設
計
業
務
委
託
料

　
　
令
和
７
年
度
予
算

　
　
令
和
７
年
度
予
算
可
決
可
決

1212
月月
2626
日日

　
　
設
計
業
務
（
石
垣
災
害
復

　
　
設
計
業
務
（
石
垣
災
害
復

　
　
旧
工
事
分
）
完
了

　
　
旧
工
事
分
）
完
了

　
１
月

　
１
月
1313
日日

　
　
総
務
委
員
会
に
て

　
　
総
務
委
員
会
に
て

　
　
教
育
委
員
会
よ
り
説
明

　
　
教
育
委
員
会
よ
り
説
明

　
２
月
９
日

　
２
月
９
日

　
　
全
員
協
議
会
に
て

　
　
全
員
協
議
会
に
て

　
　
教
育
委
員
会
よ
り
説
明

　
　
教
育
委
員
会
よ
り
説
明

　
２
月

　
２
月
1919
日日

　
　
全
員
協
議
会
に
て

　
　
全
員
協
議
会
に
て

　
　
町
長
・
教
委
よ
り
説
明

　
　
町
長
・
教
委
よ
り
説
明

　
２
月

　
２
月
2020
日日

　
　
設
計
業
務
（
建
物
・
外
構

　
　
設
計
業
務
（
建
物
・
外
構

　
　
工
事
分
）
完
了

　
　
工
事
分
）
完
了

　
２
月

　
２
月
2424
日日

　
　
令
和
８
年
度
予
算
案
配
布

　
　
令
和
８
年
度
予
算
案
配
布

　
３
月

　
３
月
1212
日日

　
　
予
算
特
別
委
員
会
に
て

　
　
予
算
特
別
委
員
会
に
て

　
　
修
正
案
提
出

修
正
案
提
出

　
　
修
正
案
に
反
対
多
数
で

　
　
修
正
案
に
反
対
多
数
で

　
　
修
正
案
否
決
・
原
案
可
決

修
正
案
否
決
・
原
案
可
決

　
３
月

　
３
月
1717
日日

　
　
本
会
議
に
て

　
　
本
会
議
に
て
修
正
案
提
出

修
正
案
提
出

　
　
修
正
案
に
反
対
多
数
で

　
　
修
正
案
に
反
対
多
数
で

　
　
修
正
案
否
決
・
原
案
可
決

修
正
案
否
決
・
原
案
可
決

　

全
員
協
議
会
で
は

全
員
協
議
会
で
は

　
　
　

厳
し
い
質
疑
が

　
　
　

厳
し
い
質
疑
が

予
算
可
決
ま
で
の
流
れ

予
算
可
決
ま
で
の
流
れ

す
る
た
め
の
券
売
機
の
導
入
が

す
る
た
め
の
券
売
機
の
導
入
が

考
え
ら
れ
る
。

考
え
ら
れ
る
。

問
元
々
は
建
物
を
解
体
し
て
更

問
元
々
は
建
物
を
解
体
し
て
更

地
に
す
る
た
め
に
町
が
寄
付
を

地
に
す
る
た
め
に
町
が
寄
付
を

受
け
た
は
ず
だ
。

受
け
た
は
ず
だ
。

　
国
の
補
助
金
が
あ
る
か
ら
町

　
国
の
補
助
金
が
あ
る
か
ら
町

の
手
出
し
は
２
千
万
円
で
済
む

の
手
出
し
は
２
千
万
円
で
済
む

と
い
う
理
由
だ
け
で
は
、
町
民

と
い
う
理
由
だ
け
で
は
、
町
民

は
納
得
し
な
い
の
で
は
。

は
納
得
し
な
い
の
で
は
。

答
国
の
調
査
官
か
ら
保
存
価
値

答
国
の
調
査
官
か
ら
保
存
価
値

が
極
め
て
高
い
と
評
価
を
受
け

が
極
め
て
高
い
と
評
価
を
受
け

て
お
り
、
仮
に
町
単
独
で
必
要

て
お
り
、
仮
に
町
単
独
で
必
要

最
小
限
の
屋
根
や
壁
の
補
修
を

最
小
限
の
屋
根
や
壁
の
補
修
を

行
う
だ
け
で
も
数
千
万
円
の
町

行
う
だ
け
で
も
数
千
万
円
の
町

費
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

費
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
国
か
ら
推
奨
さ
れ
た

　
ま
た
、
国
か
ら
推
奨
さ
れ
た

文
化
財
保
存
事
業
を
拒
否
し
た

文
化
財
保
存
事
業
を
拒
否
し
た

場
合
、
将
来
的
に
文
化
財
の
修

場
合
、
将
来
的
に
文
化
財
の
修

復
な
ど
、
他
の
文
文
化
庁
関
係

復
な
ど
、
他
の
文
文
化
庁
関
係

の
補
助
金
採
択
に
不
利
に
働
く

の
補
助
金
採
択
に
不
利
に
働
く

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
慎
重
な

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

問
建
物
周
辺
は
カ
ー
ブ
で
見
通

問
建
物
周
辺
は
カ
ー
ブ
で
見
通

し
が
悪
く
、
通
学
路
に
も
な
っ

し
が
悪
く
、
通
学
路
に
も
な
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

　
来
館
者
が
増
え
た
際
の
歩
行

　
来
館
者
が
増
え
た
際
の
歩
行

者
の
安
全
確
保
は
ど
う
す
る
の

者
の
安
全
確
保
は
ど
う
す
る
の

か
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設
置

か
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設
置

は
で
き
な
い
の
か
。

は
で
き
な
い
の
か
。

答
玄
関
位
置
は
昭
和
初
期
の
意

答
玄
関
位
置
は
昭
和
初
期
の
意

匠
で
復
元
す
る
た
め
、
石
垣
の

匠
で
復
元
す
る
た
め
、
石
垣
の

切
り
下
げ
等
は
文
化
財
保
護
の

切
り
下
げ
等
は
文
化
財
保
護
の

観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
。

観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
。

　
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

　
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
は
、
道
幅
が
狭
く
逆
に
車
と

置
は
、
道
幅
が
狭
く
逆
に
車
と

の
接
触
リ
ス
ク
を
高
め
る
懸
念

の
接
触
リ
ス
ク
を
高
め
る
懸
念

が
あ
る
た
め
慎
重
に
判
断
す
る

が
あ
る
た
め
慎
重
に
判
断
す
る

必
要
が
あ
る
。

必
要
が
あ
る
。

　
代
替
策
と
し
て
、
飛
び
出
し

　
代
替
策
と
し
て
、
飛
び
出
し

の
注
意
喚
起
看
板
や
速
度
抑
制

の
注
意
喚
起
看
板
や
速
度
抑
制

の
誘
導
な
ど
、
安
全
な
動
線
計

の
誘
導
な
ど
、
安
全
な
動
線
計

画
を
セ
ッ
ト
で
検
討
す
る
。

画
を
セ
ッ
ト
で
検
討
す
る
。

問
文
化
庁
は
文
化
財
を
残
す
こ

問
文
化
庁
は
文
化
財
を
残
す
こ

と
が
仕
事
の
た
め
、
保
存
の
価

と
が
仕
事
の
た
め
、
保
存
の
価

値
が
あ
る
も
の
が
あ
れ
ば
残
す

値
が
あ
る
も
の
が
あ
れ
ば
残
す

よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
当

よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
当

然
な
こ
と
。
あ
と
は
本
町
が
こ

然
な
こ
と
。
あ
と
は
本
町
が
こ

れ
を
欲
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

れ
を
欲
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

答
私
（
町
長
）
は
専
門
家
で
は

答
私
（
町
長
）
は
専
門
家
で
は

な
い
の
で
そ
の
価
値
は
わ
か
ら

な
い
の
で
そ
の
価
値
は
わ
か
ら

な
い
が
、
文
化
庁
の
調
査
官
が

な
い
が
、
文
化
庁
の
調
査
官
が

価
値
を
認
め
予
算
を
つ
け
て
く

価
値
を
認
め
予
算
を
つ
け
て
く

れ
て
い
る
。
他
市
町
で
も
同
様

れ
て
い
る
。
他
市
町
で
も
同
様

に
予
算
を
つ
け
て
く
れ
る
か
と

に
予
算
を
つ
け
て
く
れ
る
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

問
町
は
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

問
町
は
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

を
減
ら
し
て
い
く
方
針
で
あ
る

を
減
ら
し
て
い
く
方
針
で
あ
る

は
ず
。

は
ず
。

　
旧
小
西
家
住
宅
を
整
備
す
れ

　
旧
小
西
家
住
宅
を
整
備
す
れ

ば
公
共
施
設
が
「
プ
ラ
ス

ば
公
共
施
設
が
「
プ
ラ
ス
１１
」」

に
な
る
が
、
全
体
の
見
通
し
は

に
な
る
が
、
全
体
の
見
通
し
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
ご
指
摘
の
と
お
り
、
施
設
が

答
ご
指
摘
の
と
お
り
、
施
設
が

一
つ
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

一
つ
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
本
事
業
の
推
進
と
並

の
た
め
、
本
事
業
の
推
進
と
並

行
し
て
、
町
全
体
の
公
共
施
設

行
し
て
、
町
全
体
の
公
共
施
設

の
将
来
方
針
（
縮
減
や
統
廃
合

の
将
来
方
針
（
縮
減
や
統
廃
合

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
示
す
必

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
示
す
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
に
町
民
ワ
ー
ク

　
令
和
８
年
度
に
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
人
命
や

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
人
命
や

福
祉
に
関
わ
る
施
設
な
ど
の
優

福
祉
に
関
わ
る
施
設
な
ど
の
優

先
順
位
を
基
準
に
、
縮
小
・
廃

先
順
位
を
基
準
に
、
縮
小
・
廃

止
対
象
の
合
意
形
成
を
図
っ
て

止
対
象
の
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
く
計
画
だ
。

い
く
計
画
だ
。

　

主
な
質
疑
の
内
容

主
な
質
疑
の
内
容

　

利
活
用
計
画
の
見
直
し
を

　

利
活
用
計
画
の
見
直
し
を

　
以
上
の
よ
う
な
事
前
の
執
行

　
以
上
の
よ
う
な
事
前
の
執
行

部
か
ら
の
説
明
と
質
疑
を
経

部
か
ら
の
説
明
と
質
疑
を
経

て
、
３
月
の
予
算
委
員
会
お
よ

て
、
３
月
の
予
算
委
員
会
お
よ

び
本
会
議
で
は
修
正
案
が
提
出

び
本
会
議
で
は
修
正
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
次

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
次

項
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

項
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
本
事
業
は
可
決

　
最
終
的
に
は
本
事
業
は
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
多
額
の
税
金

さ
れ
ま
し
た
が
、
多
額
の
税
金

を
投
じ
る
以
上
、
明
確
な
利
活

を
投
じ
る
以
上
、
明
確
な
利
活

用
（
収
益
化
）
計
画
と
、
公
共

用
（
収
益
化
）
計
画
と
、
公
共

施
設
統
廃
合
方
針
が
必
要
で
あ

施
設
統
廃
合
方
針
が
必
要
で
あ

る
と
、
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

る
と
、
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

（
次
頁
へ
続
く
）

令和令和 77 年年令和令和 88 年年

https://www.town.ojika.lg.jp/material/files/group/9/gikaidayori135.pdf
https://www.town.ojika.lg.jp/material/files/group/9/023dcffa2b2972d9c7bf1794944a0a30.pdf


　

予
算
特
別
委
員
会
お
よ
び

本
会
議
に
お
い
て
、「
旧
小
西

家
住
宅
保
存
修
理
工
事
の
本

体
工
事
費
（
令
和
８
年
度
分
：

９
５
５
０
万
円
）を
削
除
す
る
」

修
正
案
が
、
森
岡
議
員
よ
り
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ

れ
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
で
否

決
、原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
旧
小
西
家
住
宅

は
令
和
８
年
度
か
ら
３
カ
年
計

画
で
保
存
修
理
工
事
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

   
２
回
に
わ
た
り
修
正
案
提
出
！

２
回
に
わ
た
り
修
正
案
提
出
！

修正案を説明する森岡議員修正案を説明する森岡議員

（8)（9）

　
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
現
時

　
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
現
時

点
で
は
町
民
の
理
解
を
得
ら
れ

点
で
は
町
民
の
理
解
を
得
ら
れ

ず
、
残
す
価
値
を
見
出
せ
な
い

ず
、
残
す
価
値
を
見
出
せ
な
い

た
め
、
本
事
業
費
全
額
を
減
額

た
め
、
本
事
業
費
全
額
を
減
額

す
る
修
正
案
を
提
出
す
る
。

す
る
修
正
案
を
提
出
す
る
。

❶❶
当
該
建
物
は
か
つ
て
取
り
壊

当
該
建
物
は
か
つ
て
取
り
壊

し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
執
行

し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
執
行

部
自
ら
価
値
を
認
め
て
い
な

部
自
ら
価
値
を
認
め
て
い
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。な
ぜ
今
、

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。な
ぜ
今
、

多
額
の
税
金
を
投
じ
て
保
存
す

多
額
の
税
金
を
投
じ
て
保
存
す

る
の
か
、
町
民
が
納
得
で
き
る

る
の
か
、
町
民
が
納
得
で
き
る

説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

❷
観
光
資
源
と
し
て
の
経
済
効

❷
観
光
資
源
と
し
て
の
経
済
効

果
や
、
具
体
的
な
利
活
用
方
法

果
や
、
具
体
的
な
利
活
用
方
法

に
つ
い
て
の
明
確
な
答
弁
が
な

に
つ
い
て
の
明
確
な
答
弁
が
な

い
。
他
の
類
似
施
設
で
代
替
可

い
。
他
の
類
似
施
設
で
代
替
可

能
な
内
容
で
、
多
額
の
予
算
を

能
な
内
容
で
、
多
額
の
予
算
を

投
じ
る
説
得
力
に
欠
け
る
。

投
じ
る
説
得
力
に
欠
け
る
。

❸
公
共
施
設
の
優
先
順
位
が
最

❸
公
共
施
設
の
優
先
順
位
が
最

も
低
い
Ｃ
ラ
ン
ク
で
あ
る
に
も

も
低
い
Ｃ
ラ
ン
ク
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
新
た
に
施
設
を
増

関
わ
ら
ず
、
新
た
に
施
設
を
増

や
す
こ
と
は
、
人
口
減
少
社
会

や
す
こ
と
は
、
人
口
減
少
社
会

に
お
い
て
将
来
世
代
へ
の
重
い

に
お
い
て
将
来
世
代
へ
の
重
い

負
担
と
な
り
か
ね
な
い
。

負
担
と
な
り
か
ね
な
い
。

❹
島
民
の
心
の
拠
り
所
で
あ
る

❹
島
民
の
心
の
拠
り
所
で
あ
る

「
旧
野
首
教
会
」
な
ど
と
比
較

「
旧
野
首
教
会
」
な
ど
と
比
較

し
て
も
、
本
事
業
に
３
億
円
超

し
て
も
、
本
事
業
に
３
億
円
超

（
国
・
県
支
出
金
を
含
む
）
を

（
国
・
県
支
出
金
を
含
む
）
を

投
じ
る
妥
当
性
や
、
町
民
の
理

投
じ
る
妥
当
性
や
、
町
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
価
値
を
見
出
す

解
が
得
ら
れ
る
価
値
を
見
出
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　　

修修  

正正  

案案  

のの  

要要  

旨旨

　
保
存
事
業
は
実
質
負
担
が

　
保
存
事
業
は
実
質
負
担
が

少
な
く
、
財
政
的
に
有
利
な

少
な
く
、
財
政
的
に
有
利
な

条
件
だ
。

条
件
だ
。

　
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て

　
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て

の
歴
史
的
意
義
は
重
く
、
東

の
歴
史
的
意
義
は
重
く
、
東

京
藝
大
な
ど
外
部
視
点
を
取

京
藝
大
な
ど
外
部
視
点
を
取

り
入
れ
た
利
活
用
に
よ
っ

り
入
れ
た
利
活
用
に
よ
っ

て
、
町
の
活
性
化
を
目
指
す

て
、
町
の
活
性
化
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
。

べ
き
と
考
え
る
。

　　修正案に 修正案に 賛 成 賛 成   (3 名 )(3 名 ) 　　修正案に 修正案に 反 対 反 対  (4 名 ) (4 名 )
　
巨
額
の
予
算
に
対
し
利
活

　
巨
額
の
予
算
に
対
し
利
活

用
案
が
弱
く
、
納
得
を
得
ら

用
案
が
弱
く
、
納
得
を
得
ら

れ
な
い
。

れ
な
い
。

　
国
費
頼
み
で
急
ぐ
の
で
は

　
国
費
頼
み
で
急
ぐ
の
で
は

な
く
一
度
立
ち
止
ま
り
、
教

な
く
一
度
立
ち
止
ま
り
、
教

育
委
員
会
移
設
な
ど
覚
悟
あ

育
委
員
会
移
設
な
ど
覚
悟
あ

る
目
的
変
更
を
行
い
、
真
の

る
目
的
変
更
を
行
い
、
真
の

活
用
策
を
再
考
す
べ
き
だ
と

活
用
策
を
再
考
す
べ
き
だ
と

考
え
賛
成
す
る
。

考
え
賛
成
す
る
。

　
利
用
計
画
が
不
透
明
で
将

　
利
用
計
画
が
不
透
明
で
将

来
の
維
持
管
理
負
担
が
懸
念

来
の
維
持
管
理
負
担
が
懸
念

さ
れ
る
。

さ
れ
る
。

　
公
共
施
設
統
廃
合
の
議
論

　
公
共
施
設
統
廃
合
の
議
論

と
も
矛
盾
し
て
お
り
、
何
よ

と
も
矛
盾
し
て
お
り
、
何
よ

り
巨
額
事
業
を
進
め
る
執
行

り
巨
額
事
業
を
進
め
る
執
行

部
に
熱
意
と
一
体
感
が
欠
如

部
に
熱
意
と
一
体
感
が
欠
如

し
て
い
る
た
め
、
予
算
削
除

し
て
い
る
た
め
、
予
算
削
除

の
修
正
案
を
支
持
す
る
。

の
修
正
案
を
支
持
す
る
。

　
重
要
文
化
的
景
観
の
保
存

　
重
要
文
化
的
景
観
の
保
存

は
町
の
責
務
で
あ
る
。

は
町
の
責
務
で
あ
る
。

　
工
事
に
着
手
し
つ
つ
、
３

　
工
事
に
着
手
し
つ
つ
、
３

カ
年
の
事
業
期
間
中
に
「
教

カ
年
の
事
業
期
間
中
に
「
教

育
委
員
会
移
転
」
や
官
民
連

育
委
員
会
移
転
」
や
官
民
連

携
の
拠
点
化
な
ど
、
合
理
的

携
の
拠
点
化
な
ど
、
合
理
的

で
魅
力
的
な
利
活
用
策
を
再

で
魅
力
的
な
利
活
用
策
を
再

構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。

構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
に

　
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
に

よ
る
予
算
編
成
の
努
力
を
評

よ
る
予
算
編
成
の
努
力
を
評

価
し
賛
成
す
る
。

価
し
賛
成
す
る
。

　
し
か
し
、
住
民
へ
の
説
明

　
し
か
し
、
住
民
へ
の
説
明

や
情
報
開
示
不
足
に
は
苦
言

や
情
報
開
示
不
足
に
は
苦
言

を
呈
す
る
。
事
業
の
独
り
歩

を
呈
す
る
。
事
業
の
独
り
歩

き
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
は
住

き
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
は
住

民
や
議
会
と
の
対
話
と
協
議

民
や
議
会
と
の
対
話
と
協
議

を
最
優
先
に
す
べ
き
で
あ

を
最
優
先
に
す
べ
き
で
あ

る
。
る
。

　
厳
し
い
予
算
編
成
の
努
力

　
厳
し
い
予
算
編
成
の
努
力

や
補
助
金
活
用
の
意
義
を
評

や
補
助
金
活
用
の
意
義
を
評

価
し
賛
成
す
る
。

価
し
賛
成
す
る
。

　
た
だ
し
現
状
の
入
館
料
に

　
た
だ
し
現
状
の
入
館
料
に

依
存
し
た
モ
デ
ル
は
将
来
財

依
存
し
た
モ
デ
ル
は
将
来
財

政
を
圧
迫
す
る
懸
念
が
あ

政
を
圧
迫
す
る
懸
念
が
あ

り
、
持
続
可
能
で
攻
め
の
収

り
、
持
続
可
能
で
攻
め
の
収

益
化
戦
略
へ
転
換
す
る
こ
と

益
化
戦
略
へ
転
換
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

を
強
く
要
望
す
る
。

江川 議員江川 議員

今田 議員今田 議員

横山 議員横山 議員 橋本 議員橋本 議員

立石 議員立石 議員

小辻 議員小辻 議員

予算総額  40 億 700 万円
町民 1 人当たり 195 万円町民 1 人当たり 195 万円

一般会計歳入・歳出
ともに

（令和 8 年 3 月 1 日現在の人口で算出）
（前年度当初予算から 1 万円増）

　 　 こ う し ま す ！　 　 こ う し ま す ！

令 和令 和 ８８ 年 度 の年 度 の 小 値 賀 町小 値 賀 町

町
民
の
理
解
は

町
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
！

得
ら
れ
な
い
！

（
前
頁
よ
り
続
き
）

依存財源：国や県から定められた額を交付・割り当てられる
　　　　　お金や金融機関から借りてくるお金
自主財源：町が直接集めるお金
　　　　　（この比率が高いほど自主的な財政運営ができる）

（端数処理により内訳と合計が一致しない）

議会費議会費
5984 万円5984 万円

衛生費衛生費
4 億4 億
8934 万円8934 万円

総務費 総務費 
6 億 9327 万円6 億 9327 万円

民生費民生費
6 億 1028 万円6 億 1028 万円

農林農林
水産業費水産業費
4 億4 億
4805 万円4805 万円

商工費商工費
1 億 3631 万円1 億 3631 万円

土木費土木費
2 億2 億

6523 万円6523 万円

消防費消防費
2 億 3423 万円2 億 3423 万円

教育費教育費
6 億 876 万円6 億 876 万円

公債費公債費
4 億4 億

2090 万円2090 万円

その他その他
4071 万円4071 万円

歳　出歳　入

自主財源自主財源
23.7%23.7%

依存財源依存財源
76.3%76.3%

町税町税
1 億1 億
6376 万円6376 万円

使用料・手数料
7794 万円 

寄附金
8100 万円

繰越金
5000 万円
その他収入その他収入
8987 万円8987 万円

繰入金繰入金
4 億4 億
8749 万円8749 万円

その他
8564 万円

地方交付税地方交付税
20 億円20 億円

町債町債
3 億3 億

9670 万円9670 万円

国庫支出金国庫支出金
3 億 7326 万円3 億 7326 万円

県支出金県支出金
2 億 130 万円2 億 130 万円

特 別 会 計特 別 会 計 渡船事業渡船事業
73007300 万円万円

介護保険介護保険
33 億億63006300 万円万円

国民健康保険国民健康保険
44 億億39303930 万円万円

診 療 所診 療 所
44 億億61206120 万円万円

下 水 道下 水 道
後期高齢者医療後期高齢者医療

62606260 万円万円

簡易水道簡易水道
公営企業会計公営企業会計

収
入
収
入

収
入
収
入

11 億億24962496 万円万円

33 億億26492649 万円万円

支
出
支
出

支
出
支
出

11 億億44724472 万円万円

33 億億75157515 万円万円

一 般 会 計一 般 会 計

https://www.youtube.com/watch?v=Q8_aEbgEF18&t=355s


　
当
委
員
会
は
月
に
１
〜
２
回
の
ペ
ー
ス
で

開
い
て
お
り
、
昨
年
５
月
以
降
こ
れ
ま
で
に

13
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
５
月
22
日
に
現
体
制
で
初
め
て
開
催
し
た

委
員
会
で
は
、
本
町
の
最
も
早
期
に
解
決
す

べ
き
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
積
極
的
か

つ
早
期
に
解
決
す
べ
き
最
優
先
課
題
と
し
て

『
移
住
』『
教
育
』『
福
祉
』
の
３
つ
が
挙
が

り
ま
し
た
。

　
ま
ず
『
移
住
』
で
は
、
交
流
人
口
増
、
ま

た
更
な
る
住
居
の
確
保
に
よ
り
、
多
く
の
移

住
者
の
獲
得
を
目
指
し
、生
産
年
齢
人
口
増
、

こ
ど
も
人
口
増
、
ま
た
不
足
す
る
人
材
確
保

に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
『
教
育
』
で
は
、
北
松
西
高
校
の
存
続
問

題
解
決
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
幼

児
教
育
か
ら
見
直
し
、
小
中
高
で
な
く
、
幼

小
中
高
を
一
体
化
し
た
教
育
観
を
作
り
上

げ
、
移
住
者
や
留
学
生
に
安
心
し
て
来
て
貰

え
る
よ
う
な
教
育
、
教
育
環
境
の
提
供
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
不
登
校
や

様
々
な
特
性
を
持
っ
た
子
供
に
も
光
を
当

て
、
ど
う
し
て
も
範
囲
は
限
ら
れ
ま
す
が
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
可
能
性
を
探
求
し
ま

す
。

　
『
福
祉
』
で
は
、
人
材
不
足
に
よ
り
、
崩

壊
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
介
護
現
場
の
現
状
打

　
昨
年
10
月
14
〜
17
日
に
島
根
県
隠
岐
郡
海

士
町
に
視
察
に
行
き
ま
し
た
（
詳
細
は
議
会

だ
よ
り
１
３
７
号
12
、
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

　

20
代
の
若
者
に
限
定
し
た
移
住
制
度
は
、

年
間
２
０
０
人
が
移
住
し
、
う
ち
10
％
ほ
ど

が
島
に
残
り
島
を
支
え
る
人
材
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
一
歩
も
二
歩
も
先
を
進
ん
だ
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
発
信
力
は
、
移
住
者
、
観
光
客
の
み
な
ら

ず
、
不
足
す
る
人
材
の
確
保
に
も
波
及
し
て

い
る
点
も
大
変
な
驚
き
で
し
た
。

　
隠お
き
ど
う
ぜ
ん

岐
島
前
高
校
は
離
島
留
学
制
度
に
大
変

力
を
入
れ
て
お
り
、
視
察
時
の
全
校
生
徒
数

は
１
５
１
人
で
、
う
ち
３
分
の
２
が
島
外
か

ら
の
留
学
生
と
な
っ
て
お
り
、
廃
校
の
危
機

を
完
全
に
脱
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
施
設
に
は
若
い
留
学
生
が
数
多
く
在

籍
し
、
中
に
は
有
資
格
者
も
お
り
、
即
戦
力

と
し
て
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
で
学
ん
だ
事
を
各
委
員
が
一
般

質
問
や
委
員
会
等
で
積
極
的
に
提
案
し
、
令

和
８
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
事

は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
励
み
と
し
、
今
後
も
町
民
の
為
に

思
い
つ
く
限
り
の
あ
ら
ゆ
る
提
案
を
し
て
行

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
岡
委
員
長
）

破
に
向
け
、
地
域
と
福
祉
の
連
携
、
福
祉
事

業
者
の
連
携
を
図
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

人
材
の
確
保
に
向
け
た
提
案
に
尽
力
し
ま

す
。

　
以
上
の
３
つ
を
、
当
委
員
会
の
最
優
先
課

題
と
位
置
付
け
、
所
管
の
課
題
解
決
に
各
委

員
全
力
で
取
り
組
む
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
の
町
民
と
の
対
話
は
元

よ
り
、
出
前
議
会
、
ギ
カ
イ
の
窓
、
議
会
モ

ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
等
で
寄
せ
ら
れ
た

町
民
の
意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
町
民
の

福
祉
の
増
進
、
幸
福
の
追
求
に
尽
力
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（10）

『
移
住
』『
教
育
』『
福
祉
』
を

『
移
住
』『
教
育
』『
福
祉
』
を

           
           

重
要
課
題
に
し
て
い
ま
す
！

重
要
課
題
に
し
て
い
ま
す
！

委員会では活発に質疑が行われている

　
今
回
の
視
察
は
、
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
地

　
今
回
の
視
察
は
、
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
地

域
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
し
、
人
口
減

域
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
し
、
人
口
減

少
・
過
疎
化
が
進
む
小
値
賀
町
に
お
け
る
今

少
・
過
疎
化
が
進
む
小
値
賀
町
に
お
け
る
今

後
の
地
域
振
興
施
策
の
検
討
に
資
す
る
こ
と

後
の
地
域
振
興
施
策
の
検
討
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
直
島
町
の
取
組
の
本
質
は
、
ア
ー
ト
そ
の

　
直
島
町
の
取
組
の
本
質
は
、
ア
ー
ト
そ
の

も
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
島
の

も
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
島
の

存
続
と
島
民
の
暮
ら
し
の
維
持
を
目
的
と
し

存
続
と
島
民
の
暮
ら
し
の
維
持
を
目
的
と
し

た
「
手
段
」
と
し
て
ア
ー
ト
を
活
用
し
て
い

た
「
手
段
」
と
し
て
ア
ー
ト
を
活
用
し
て
い

る
点
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

る
点
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
は
結
果
で
あ
り
、
島
民
の
生
活

　
観
光
振
興
は
結
果
で
あ
り
、
島
民
の
生
活

や
雇
用
、
誇
り
を
最
優
先
に
据
え
て
い
る
こ

や
雇
用
、
誇
り
を
最
優
先
に
据
え
て
い
る
こ

と
が
、
長
期
的
に
持
続
可
能
な
取
組
に
つ
な

と
が
、
長
期
的
に
持
続
可
能
な
取
組
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
次
に
、
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
に
つ
い

　
次
に
、
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
で
す
。

て
で
す
。

　
直
島
町
で
は
、
行
政
と
民
間
の
役
割
が
明

　
直
島
町
で
は
、
行
政
と
民
間
の
役
割
が
明

確
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
行
政
は
、
土
地
利

確
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
行
政
は
、
土
地
利

用
・
景
観
・
生
活
環
境
の
管
理
・
住
民
合
意

用
・
景
観
・
生
活
環
境
の
管
理
・
住
民
合
意

形
成
を
担
い
、
民
間
は
、
投
資
・
企
画
・
運

形
成
を
担
い
、
民
間
は
、
投
資
・
企
画
・
運

営
・
情
報
発
信
を
担
う
と
い
う
形
が
確
立
さ

営
・
情
報
発
信
を
担
う
と
い
う
形
が
確
立
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
し
た
。

　
行
政
が
す
べ
て
を
担
わ
な
い
判
断
を
行
っ

　
行
政
が
す
べ
て
を
担
わ
な
い
判
断
を
行
っ

た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
事
業
の
継
続
性
と

た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
事
業
の
継
続
性
と

安
定
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
は
、
小
値
賀

安
定
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
は
、
小
値
賀

町
に
と
っ
て
も
大
き
な
示
唆
で
あ
る
と
感
じ

町
に
と
っ
て
も
大
き
な
示
唆
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
次
に
、
経
済
効
果
と
資
金
循
環
の
視
点
で

　
次
に
、
経
済
効
果
と
資
金
循
環
の
視
点
で

す
。
す
。

　
観
光
に
よ
る
消
費
が
島
内
事
業
者
に
ど
の

　
観
光
に
よ
る
消
費
が
島
内
事
業
者
に
ど
の

程
度
還
元
さ
れ
て
い
る
の
か
、
島
外
資
本
へ

程
度
還
元
さ
れ
て
い
る
の
か
、
島
外
資
本
へ

の
一
方
的
な
流
出
を
防
げ
て
い
る
の
か
、
ま

の
一
方
的
な
流
出
を
防
げ
て
い
る
の
か
、
ま

た
交
流
人
口
が
将
来
的
に
関
係
人
口
や
定
住

た
交
流
人
口
が
将
来
的
に
関
係
人
口
や
定
住

人
口
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

人
口
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

は
、
数
値
と
実
態
の
両
面
か
ら
検
証
し
て
い

は
、
数
値
と
実
態
の
両
面
か
ら
検
証
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
直
島
町
の
取
組
は
、
そ
の
ま
ま
小
値
賀
町

　
直
島
町
の
取
組
は
、
そ
の
ま
ま
小
値
賀
町

に
導
入
で
き
る
モ
デ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
導
入
で
き
る
モ
デ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
島
町
は
「
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
島
」
と
し
て

直
島
町
は
「
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
島
」
と
し
て

の
成
功
事
例
で
あ
る
一
方
で
、
小
値
賀
町
は

の
成
功
事
例
で
あ
る
一
方
で
、
小
値
賀
町
は

「
島
に
入
り
、
共
に
暮
ら
し
、
働
く
人
を
増

「
島
に
入
り
、
共
に
暮
ら
し
、
働
く
人
を
増

や
す
島
」
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

や
す
島
」
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
す
。

　
小
値
賀
町
の
強
み
で
あ
る
農
業
・
漁
業
な

　
小
値
賀
町
の
強
み
で
あ
る
農
業
・
漁
業
な

ど
の
一
次
産
業
や
生
活
文
化
を
軸
に
、
教
育

ど
の
一
次
産
業
や
生
活
文
化
を
軸
に
、
教
育

や
体
験
型
交
流
と
組
み
合
わ
せ
た
形
で
関
係

や
体
験
型
交
流
と
組
み
合
わ
せ
た
形
で
関
係

人
口
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
現
実
的
か

人
口
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
現
実
的
か

つ
持
続
可
能
な
方
向
性
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

つ
持
続
可
能
な
方
向
性
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
た
。

　
本
視
察
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
小

　
本
視
察
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
小

値
賀
町
の
実
情
に
即
し
た
地
域
振
興
施
策
の

値
賀
町
の
実
情
に
即
し
た
地
域
振
興
施
策
の

検
討
を
、
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

検
討
を
、
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
本
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
本
委
員
長
）

　
ま
た
、
島
民
合
意
形
成
と
雇
用
の
確
保
に

　
ま
た
、
島
民
合
意
形
成
と
雇
用
の
確
保
に

つ
い
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

つ
い
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
直
島
町
で
は
、
取
組
の
初
期
段
階
に
お
い

　
直
島
町
で
は
、
取
組
の
初
期
段
階
に
お
い

て
、
観
光
化
や
外
部
資
本
の
導
入
に
対
す
る

て
、
観
光
化
や
外
部
資
本
の
導
入
に
対
す
る

反
対
意
見
も
多
く
存
在
し
て
い
た
と
の
こ
と

反
対
意
見
も
多
く
存
在
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。

で
す
。

　
し
か
し
、
島
民
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
地

　
し
か
し
、
島
民
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
地

元
事
業
者
へ
の
経
済
的
な
波
及
が
実
感
さ
れ

元
事
業
者
へ
の
経
済
的
な
波
及
が
実
感
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
理
解
と
協

る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
て
き
た
と
い
う
説
明
を
受
け
ま

力
が
得
ら
れ
て
き
た
と
い
う
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

し
た
。

　
外
部
か
ら
の
来
訪
者
を
単
な
る
観
光
客
と

　
外
部
か
ら
の
来
訪
者
を
単
な
る
観
光
客
と

し
て
で
は
な
く
、「
島
の
担
い
手
」
と
し
て

し
て
で
は
な
く
、「
島
の
担
い
手
」
と
し
て

受
け
入
れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
点

受
け
入
れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
点

も
、
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

も
、
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

香
川
県
香
川
郡

香
川
県
香
川
郡
直直な

お
し
ま
ち
ょ
う

な
お
し
ま
ち
ょ
う

島
町
島
町
にに

　
　
　
　      

視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

直島町役場にて

島島し
ま
ね
け
ん
お
き
ぐ
ん
あ
ま
ち
ょ
う

し
ま
ね
け
ん
お
き
ぐ
ん
あ
ま
ち
ょ
う

根
県
隠
岐
郡
海
士
町

根
県
隠
岐
郡
海
士
町
にに

　
　
　
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　
　
　
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

（11）

  総務文教厚生常任委員会総務文教厚生常任委員会

　　　　　　　　委 員 会 報 告 ！委 員 会 報 告 ！
  産業建設常任委員会産業建設常任委員会

　　　　　　　　委 員 会 報 告 ！委 員 会 報 告 ！

小
値
賀
町
の
実
情
に
即
し
た

小
値
賀
町
の
実
情
に
即
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
！

https://www.youtube.com/watch?v=Q8_aEbgEF18&t=5007s
https://www.youtube.com/watch?v=Q8_aEbgEF18&t=5413s


oosiire 

（13）

　
本
委
員
会
で
は
、
小
値
賀
町
議
会
の
Ｉ
Ｃ

　
本
委
員
会
で
は
、
小
値
賀
町
議
会
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
進
め
る
た
め
、
令
和
６
年
７
月
か
ら

Ｔ
化
を
進
め
る
た
め
、
令
和
６
年
７
月
か
ら

調
査
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

調
査
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
執
行
部
で
は
少
し
ず
つ
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

　
執
行
部
で
は
少
し
ず
つ
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
い
る
一
方
、議
会
で
は「
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ん
で
い
る
一
方
、議
会
で
は「
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
機
能
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ア
機
能
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

リ
を
利
用
す
る
程
度
」に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

リ
を
利
用
す
る
程
度
」に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

県
内
７
町
議
会
が
す
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

県
内
７
町
議
会
が
す
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
て
い
る
中
で
、
本
町
は
遅
れ
が
見
ら
れ

入
し
て
い
る
中
で
、
本
町
は
遅
れ
が
見
ら
れ

る
状
況
で
す
。

る
状
況
で
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
リ
ー
ス
で
、
１
台
あ
た
り

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
リ
ー
ス
で
、
１
台
あ
た
り

３
年
間
で
約

３
年
間
で
約
2727
万
７
千
円
、
ア
プ
リ
利
用
料

万
７
千
円
、
ア
プ
リ
利
用
料

は
年
間
数
十
万
円
か
か
り
ま
す
。

は
年
間
数
十
万
円
か
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
動
画
配
信
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入

　
さ
ら
に
、
動
画
配
信
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入

費
用
は
１
４
０
０
万
円
以
上
」
と
の
説
明
が

費
用
は
１
４
０
０
万
円
以
上
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
習
熟
度
の
差
、

　

さ
ら
に
、
議
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
習
熟
度
の
差
、

公
費
で
あ
る
通
信
費
の
扱
い
、
事
務
局
の
作

公
費
で
あ
る
通
信
費
の
扱
い
、
事
務
局
の
作

業
量
増
加
の
懸
念
（
長
与
町
は
４
名
、
本
町

業
量
増
加
の
懸
念
（
長
与
町
は
４
名
、
本
町

は
２
名
体
制
）
と
い
っ
た
課
題
も
見
え
て
き

は
２
名
体
制
）
と
い
っ
た
課
題
も
見
え
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
生
中
継
し
て
お
り
、
３
台
の
カ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
生
中
継
し
て
お
り
、
３
台
の
カ

メ
ラ
を
遠
隔
操
作
し
な
が
ら
テ
ロ
ッ
プ
を
即

メ
ラ
を
遠
隔
操
作
し
な
が
ら
テ
ロ
ッ
プ
を
即

時
に
挿
入
で
き
ま
す
。

時
に
挿
入
で
き
ま
す
。

　
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
た
説
明
も
行
わ
れ

　
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
た
説
明
も
行
わ
れ

て
お
り
、
議
会
の
「
見
え
る
化
」
に
大
き
く

て
お
り
、
議
会
の
「
見
え
る
化
」
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
言
内
容
が
モ
ニ
タ
ー
に
文
字
表

　
ま
た
、
発
言
内
容
が
モ
ニ
タ
ー
に
文
字
表

示
さ
れ
、
翻
訳
も
可
能
な
機
能
は
、
傍
聴
者

示
さ
れ
、
翻
訳
も
可
能
な
機
能
は
、
傍
聴
者

へ
の
支
援
と
し
て
も
有
効
だ
と
感
じ
ま
し

へ
の
支
援
と
し
て
も
有
効
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
た
。

  

小
値
賀
町
議
会
の
今

小
値
賀
町
議
会
の
今

動画配信システムの説明を受ける様子

　

令
和
７
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

　

令
和
７
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
現
し
た
長
与
町

し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
現
し
た
長
与
町

議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　　
1010
年
前
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
し
て
き

年
前
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
し
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
導
入
ま
で
の
流
れ
や
運
用

た
経
緯
が
あ
り
、
導
入
ま
で
の
流
れ
や
運
用

の
工
夫
、
課
題
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
を
伺

の
工
夫
、
課
題
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は
共
通
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
閲
覧
ア

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は
共
通
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
閲
覧
ア

プ
リ
を
使
い
、
資
料
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共

プ
リ
を
使
い
、
資
料
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共

有
で
き
ま
す
。

有
で
き
ま
す
。

　
操
作
感
は
ま
る
で
紙
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

　
操
作
感
は
ま
る
で
紙
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

よ
う
に
実
に
ス
ム
ー
ズ
で
、
紙
か
ら
の
移
行

よ
う
に
実
に
ス
ム
ー
ズ
で
、
紙
か
ら
の
移
行

は
自
然
で
、
議
員
の
負
担
も
大
き
く
な
さ
そ

は
自
然
で
、
議
員
の
負
担
も
大
き
く
な
さ
そ

う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
与
町
議
会
で
は
本
会
議
を
Ｙ
ｏ

　
ま
た
、
長
与
町
議
会
で
は
本
会
議
を
Ｙ
ｏ

視
察
先
は
長
与
町
議
会
！

視
察
先
は
長
与
町
議
会
！

　

財
政
状
況
や
議
員
の
習
熟
度
を
考
え
る

　

財
政
状
況
や
議
員
の
習
熟
度
を
考
え
る

と
、
本
町
で
同
規
模
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
一
気

と
、
本
町
で
同
規
模
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
一
気

に
進
め
る
の
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
進
め
る
の
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
議
場
へ
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
持
ち

　
ま
ず
は
、
議
場
へ
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
持
ち

込
み
を
可
能
に
す
る
、
必
要
な
人
の
分
だ
け

込
み
を
可
能
に
す
る
、
必
要
な
人
の
分
だ
け

資
料
を
印
刷
す
る
、
と
い
っ
た
小
さ
な
一
歩

資
料
を
印
刷
す
る
、
と
い
っ
た
小
さ
な
一
歩

か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

　
最
終
的
に
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
目
指
し

　
最
終
的
に
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
目
指
し

つ
つ
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
議
会
が

つ
つ
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
議
会
が

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
存
在
と
な
る
よ
う
、

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
存
在
と
な
る
よ
う
、

本
町
の
実
情
に
合
っ
た
形
で
、
無
理
な
く
デ

本
町
の
実
情
に
合
っ
た
形
で
、
無
理
な
く
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
田
委
員
長
）

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
田
委
員
長
）

  

課
題
が
見
え
て
き
た
！

課
題
が
見
え
て
き
た
！

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
！

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
！

（12）

  デジタル化推進特別委員会デジタル化推進特別委員会

　　　　　　　　委 員 会 報 告 ！委 員 会 報 告 ！

　
親
元
を
離
れ
、
こ
の
小
値
賀
島

　
親
元
を
離
れ
、
こ
の
小
値
賀
島

で
新
た
な
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

で
新
た
な
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
留
学
生
の
皆
さ
ん
。

さ
せ
る
留
学
生
の
皆
さ
ん
。

　
新
し
い
寮
で
の
生
活
が
、
豊
か

　
新
し
い
寮
で
の
生
活
が
、
豊
か

な
出
会
い
と
学
び
の
実
り
多
い
時

な
出
会
い
と
学
び
の
実
り
多
い
時

間
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
応
援
・

間
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
応
援
・

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
も
、
温
か
い
見
守
り
と
ご
支
援

ん
も
、
温
か
い
見
守
り
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
！

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
本
町
の
ふ
る
さ
と
留
学
制
度
を

　
本
町
の
ふ
る
さ
と
留
学
制
度
を

さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
、旧「
セ

さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
、旧「
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
を
改
修
し
て
整

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
を
改
修
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
２
棟
目
の

備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
２
棟
目
の

学
生
寮
が
無
事
完
成
し
ま
し
た
！

学
生
寮
が
無
事
完
成
し
ま
し
た
！  

　

４
月
か
ら
の
利
用
開
始
を
前

　

４
月
か
ら
の
利
用
開
始
を
前

に
、
３
月

に
、
３
月
2727
日
に
は
新
設
さ
れ
た

日
に
は
新
設
さ
れ
た

寮
の
内
見
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

寮
の
内
見
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、

に
よ
り
、11

棟
目
の
寮
は
「
女
子

棟
目
の
寮
は
「
女
子

専
用
（
定
員

専
用
（
定
員
1212
名
）」
と
な
り
、

名
）」
と
な
り
、

今
回
完
成
し
た
新
棟
は
「
男
子
専

今
回
完
成
し
た
新
棟
は
「
男
子
専

用
（
定
員
６
名
）」
と
し
て
運
用

用
（
定
員
６
名
）」
と
し
て
運
用

さ
れ
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

　
留
学
生
た
ち
が
小
値
賀
で
快
適

　
留
学
生
た
ち
が
小
値
賀
で
快
適

に
、
そ
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

に
、
そ
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

る
よ
う
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

男
子
寮
の
内
部
を
、
写
真
で
ご
紹

男
子
寮
の
内
部
を
、
写
真
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

介
し
ま
す
。

　
充
実
の
環
境
で
留
学
生
た
ち
の

　
充
実
の
環
境
で
留
学
生
た
ち
の

　
　
　
　
新
た
な
島
暮
ら
し
が
ス
タ
ー
ト
！

　
　
　
　
新
た
な
島
暮
ら
し
が
ス
タ
ー
ト
！

完成！新ちかまる寮（男子寮）完成！新ちかまる寮（男子寮）
　　　　　　　　　　　　　内見レポート　　　　　　　　　　　　　内見レポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜ふるさと留学は次のステージへ〜〜ふるさと留学は次のステージへ〜

食堂、共有スペース食堂、共有スペース
各個室には各個室には
ベッドと机が備えられますベッドと机が備えられます

収納も十分にあります収納も十分にあります この浴室とは別にシャワー室もこの浴室とは別にシャワー室も洗濯・乾燥機が各 2 台洗濯・乾燥機が各 2 台

最新のトイレ最新のトイレ

https://www.youtube.com/watch?v=Q8_aEbgEF18&t=5680s


　
12
月
発
行
の
お
ぢ
か
新
聞
に
お

い
て
、「
一
般
会
計
の
財
政
見
通

し
と
令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針

に
つ
い
て
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。

　
22
億
の
基
金
が
令
和
12
年
に
枯

渇
す
る
と
い
っ
た
大
変
衝
撃
的
な

内
容
で
、
こ
の
記
事
を
見
て
町
民

に
ど
う
思
っ
て
欲
し
い
の
か
全
く

分
か
ら
ず
、
掲
載
し
た
意
図
、
そ

し
て
今
後
町
政
を
ど
う
し
て
行
き

た
い
の
か
町
長
に
説
明
を
求
め

る
。

総合計画と予算に総合計画と予算に乖乖
か い りか い り

離離が！が！

森森
もりおかもりおか

岡岡  正正
せいゆうせいゆう

雄雄議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

政
策
判
断
、
収
支
改
善
で

政
策
判
断
、
収
支
改
善
で

　
　
枯
渇
す
る
こ
と
は
な
い
！

　
　
枯
渇
す
る
こ
と
は
な
い
！

問
掲
載
の
目
的
は
何
か
。

答
お
ぢ
か
新
聞
掲
載
の
中
期
財
政

見
通
し（
令
和
８
年
度
～
12
年
度
）

は
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
を
基

礎
に
、町
の
財
政
の
将
来
像
を「
見

え
る
化
」
し
た
も
の
だ
。

　
財
政
運
営
の
課
題
を
早
い
段
階

で
町
民
に
伝
え
、「
現
実
を
踏
ま

え
つ
つ
、
行
政
だ
け
で
な
く
町
民

全
体
で
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

【  質 問 を 終 え て  】

令 和 ８ 年 度 当 初 予 算令 和 ８ 年 度 当 初 予 算 に つ い てに つ い て

問
総
合
計
画
は
１
学
年
15
人
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　
達
成
す
る
に
は
当
然
子
育
て
支

援
に
関
す
る
予
算
（
子
供
の
数
で

増
減
す
る
予
算
）
は
上
が
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
予
算
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
総
合
計
画
の
目
標
が
数
字
と

い
う
形
で
予
算
に
表
れ
て
い
な

い
。

　
令
和
８
年
度
も
（
前
年
度
と
比

較
し
て
）減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す

る
か
。

答
子
育
て
支
援
の
予
算
は
、
７
年

度
の
予
算
よ
り
少
し
減
額
に
な
っ

て
い
る
。

　
既
存
の
事
業
、
新
規
事
業
も
含

め
た
こ
こ
２
年
間
の
実
績
を
基

に
、 

シ
ー
リ
ン
グ
が
掛
け
ら
れ
て

い
る
中
、
必
要
額
を
精
査
し
て
予

算
計
上
し
た
。

問
町
民
や
移
住
希
望
者
の
心
理
的

影
響
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答
町
民
や
移
住
希
望
者
に
不
安
を

与
え
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

が
、
掲
載
記
事
の
中
に
は
「
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
、
収

支
改
善
に
取
り
組
む
」
と
も
記
載

し
て
お
り
、
現
状
と
財
政
へ
の
危

機
感
を
認
識
し
て
い
た
だ
い
た
と

推
察
す
る
。

問
町
民
に
何
を
伝
え
、
ど
う
思
っ

て
欲
し
か
っ
た
か
。

答
現
状
と
同
規
模
の
予
算
で
は
、

人
口
減
少
や
物
価
高
騰
等
の
影
響

に
よ
り
、
基
金
が
減
少
し
、
将
来

世
代
に
負
担
を
残
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
の
高

い
施
策
に
重
点
配
分
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
行
政
だ
け
で
な
く
、
町
民
に
理

解
を
得
た
上
で
、
一
緒
に
小
値
賀

町
の
将
来
を
築
い
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
、「
町
の
財
政

状
況
を
自
分
ご
と
と
し
て
知
り
、

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

思
い
と
、「
厳
し
い
状
況
の
中
で

も
、
知
恵
と
工
夫
で
小
さ
な
幸
せ

を
守
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
を
共
有
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
る
。

　令和８年度予算は、各課の予算要求に一定の制限が掛けら
れる中、新たな試みも見られ、ある事業を除いては大変よく
できたものであったと思います。
　しかしながら、総合計画（理想）と予算（現実）との乖離
は決して見過ごすことはできません。
　私達議員は総合計画を議会で通過させている以上、目標達
成に全力を尽くさなければなりません。総合計画を単なるフ
ィクション（作り話）にしてはならないのです。

問
令
和
８
年
度
予
算
は
何
を
重
視

し
た
の
か
。
ま
た
令
和
７
年
度
と

の
違
い
は
何
か
。

答
重
視
し
た
点
と
し
て
、

①
子
ど
も
の
教
育
の
充
実
と
子
育

て
支
援

②
農
業
・
漁
業
・
商
工
観
光
業
の

振
興
と
後
継
者
対
策

③
医
師
・
看
護
師
の
確
保
に
よ
る

医
療
の
充
実

④
移
住
・
定
住
・
交
流
に
よ
る
人

口
減
少
対
策

⑤
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
目
指
し
た
環

境
整
備
の
促
進

　
こ
れ
ら
に
よ
る
第
５
次
小
値
賀

町
総
合
計
画
に
お
け
る
将
来
像
、

及
び
人
口
目
標
の
実
現
に
重
点
を

置
い
た
予
算
編
成
と
し
た
。

　
令
和
７
年
度
と
の
違
い
は
、

①
一
般
会
計
の
地
方
債
借
入
上
限

を
設
定
し
、
４
億
円
と
し
た

②
大
型
事
業
費
の
平
準
化
の
た

め
、
単
年
度
事
業
を
複
数
年
度
事

業
と
し
た

③
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人
数
を

見
直
し
た

な
ど
が
あ
る
。

  　　このままで大丈夫か！？  　　このままで大丈夫か！？

令
和
７
年
度
と

令
和
７
年
度
と

　
　
　
　  

８
年
度
の
違
い
は
何
？

８
年
度
の
違
い
は
何
？

総
合
計
画
と
予
算
に

総
合
計
画
と
予
算
に

　
　
　
　  

　
　
整
合
性
が
な
い
！

　
　
整
合
性
が
な
い
！

●
総
合
計
画
と
予
算
を
付
き
合

わ
せ
る
と
矛
盾
が
出
て
来
て
し

ま
う
の
が
、
こ
の
質
問
で
よ
く

分
か
っ
た
。

(14)(15)

模
擬
公
聴
会

模
擬
公
聴
会

　　  
私
に
も
言
わ
せ
て
！

私
に
も
言
わ
せ
て
！

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
」と
考
え
た
。

　

一
方
で
、「
令
和
12
年
度
ま
で

に
基
金
が
約
22
億
円
か
ら
枯
渇
し

う
る
」
と
い
う
見
通
し
の
表
現
が

注
目
さ
れ
た
。

　
あ
く
ま
で
令
和
７
年
度
当
初
予

算
を
基
礎
と
し
た
単
純
試
算
し
た

も
の
で
、
基
金
が
５
年
で
枯
渇
す

る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
今
後
の
政
策
判
断
や
収
支
改
善

の
取
組
に
よ
り
十
分
に
対
応
可
能

な
見
通
し
だ
。

https://www.youtube.com/watch?v=d785dVLE5EE&feature=youtu.be


(12)(13)

　
島
外
通
院
が
困
難
な
高
齢
者
な

ど
か
ら
、
歯
科
休
診
に
伴
う
行
政

の
支
援
や
歯
科
衛
生
士
の
派
遣
を

求
め
る
切
実
な
声
が
、
議
会
に
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
医
療
法
人
小
値
賀
歯
科
診
療
所

の
状
況
と
見
通
し
を
伺
う
。

　
ま
た
、
町
で
医
療
法
人
小
値
賀

歯
科
診
療
所
の
施
設
を
存
続
さ

せ
、
定
期
的
に
歯
科
医
を
来
院
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
医
療
法
人
側
と
連
携
し
、
こ
れ

ま
で
九
州
圏
内
の
み
な
ら
ず
関

東
・
関
西
方
面
に
ま
で
範
囲
を
広

げ
、
後
継
医
師
の
公
募
・
勧
誘
を

継
続
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
現
時
点
で
は
成
約
に

至
る
候
補
者
は
現
れ
て
い
な
い
。

法
的
手
続
き
の
面
で
は
、
国
に
よ

る
現
地
調
査
等
を
経
て
、
診
療
再

開
の
可
能
性
を
維
持
す
る
た
め

に
、
休
止
期
間
を
令
和
８
年
６
月

末
ま
で
延
長
す
る
措
置
を
と
っ
て

い
る
。

あらゆる手を尽くしてあらゆる手を尽くして

横横
よこやまよこやま

山山  弘弘
こうぞうこうぞう

藏藏議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

問
昨
年
９
月
の
定
例
会
議
に
お
い

て
、
町
内
の
歯
科
医
療
体
制
の
危

機
に
つ
い
て
質
問
し
た
際
、
町
長

か
ら
は
「
後
継
と
な
る
歯
科
医
師

の
確
保
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
」

と
の
答
弁
だ
っ
た
。

　
現
在
の
医
療
法
人
小
値
賀
歯
科

診
療
所
の
置
か
れ
て
い
る
具
体
的

な
状
況
と
、
今
後
の
再
開
に
向
け

た
見
通
し
を
改
め
て
伺
い
た
い
。

【  質 問 を 終 え て  】

歯 科 医 院 の 存 続 と 郷 土 史 の 再 編歯 科 医 院 の 存 続 と 郷 土 史 の 再 編 纂纂
さ んさ ん

に つ い てに つ い て
問
民
間
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で

は
な
く
、
町
が
施
設
を
借
り
上
げ

る
、
あ
る
い
は
買
い
取
る
な
ど
し

て
公
設
民
営
の
よ
う
な
形
で
存
続

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
歯
科
運
営
に
は
歯
科
医
師
の
み

な
ら
ず
、
歯
科
衛
生
士
や
助
手
、

事
務
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
必
須
と

な
る
。

　
将
来
的
に
も
人
件
費
や
維
持
管

理
費
な
ど
の
公
費
負
担
が
増
加
し

続
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
現
時
点
で
の
公
営
運
営
は
現

実
的
で
は
な
い
。　
　
　
（
町
長
）

答
医
療
法
人
の
理
事
長
が
「
小
値

賀
の
歯
科
診
療
を
諦
め
て
は
い
な

い
」
と
強
く
明
言
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
４
件
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
が
、
条
件
面
や
離
島
と

い
う
環
境
に
対
す
る
懸
念
か
ら
合

意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
外
部
の
歯
科
医
院
（
佐

世
保
市
の
歯
科
医
院
等
）
と
の
協

力
に
つ
い
て
も
模
索
し
た
が
、
定

期
的
な
巡
回
診
療
で
あ
っ
て
も
ス

タ
ッ
フ
の
同
行
や
機
材
の
維
持
な

ど
、ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　
ま
ず
は
令
和
８
年
６
月
の
期
限

内
に
後
継
者
を
確
保
で
き
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
た
い
。（
担
当
課
）

　口腔医療は、高齢者にとって身近な問題です。
　歯の健康は、全身に影響を与えるものですから速やかな歯
科医師の確保を願っています。 
　
　郷土史編さんは、時間を要するものです。
　まず準備を整えることから始めて欲しいです。
　郷土史は地域の再発見にもなり、郷土への愛着を育むこと
に繋がります。

問
「
小
値
賀
町
郷
土
史
」
が
発
行

さ
れ
て
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
小
値
賀
町
を
取
り

巻
く
環
境
は
激
変
し
て
い
る
。

　
郷
土
史
の
編
さ
ん
は
、
単
な
る

記
録
の
整
理
で
は
な
い
。
今
こ
そ

新
し
い
郷
土
史
の
発
行
に
向
け
た

準
備
を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
昭
和
60
年
の
小
児
科
診
療
所
の

開
設
や
、
平
成
30
年
の
「
長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」
と
し
て
の
野
崎
島
の
集

　　　　　歯科診療所再開を！　　　　　歯科診療所再開を！

模
擬
公
聴
会

模
擬
公
聴
会

　　  
私
に
も
言
わ
せ
て
！

私
に
も
言
わ
せ
て
！

　
歯
の
痛
み
に
耐
え
か
ね
て
「
獣

医
に
牛
の
麻
酔
を
頼
み
た
い
」
と

思
い
詰
め
る
ほ
ど
歯
の
痛
み
は
深

刻
だ
。
歯
科
医
師
の
常
駐
化
を
強

く
願
う
。

(16)(17)

小
値
賀
郷
土
史
を

小
値
賀
郷
土
史
を

  

再
編
さ
ん
す
る
時
期
が
来
た

再
編
さ
ん
す
る
時
期
が
来
た

落
の
世
界
遺
産
登
録
、
さ
ら
に
は

重
要
文
化
的
景
観
へ
の
選
定
な

ど
、
書
き
加
え
る
べ
き
歴
史
的
事

実
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
教
育
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
産

業
、
経
済
、
交
通
な
ど
全
庁
的
な

知
見
を
集
約
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
庁
内
に
専
用
の
「
郷
土
史
編

さ
ん
室
」
を
設
置
し
、
人
員
を
配

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
前
向
き

に
検
討
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
資

料
の
解
析
や
整
理
に
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
な
ど
、
効
率
的
か
つ
多
角
的

な
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。　
（
町
長
）

答
現
代
に
お
い
て
は
執
筆
者
の
確

保
を
町
内
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
の

は
困
難
で
あ
り
、
外
部
の
専
門
家

や
有
識
者
の
協
力
を
仰
ぐ
必
要
が

あ
る
。

　
ま
ず
は
準
備
段
階
と
し
て
、
現

存
す
る
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
整

理
を
先
行
さ
せ
た
い
。（
教
育
長
）

　
昭
和
53
年
３
月
に
郷
土
誌
が
発

行
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
郷
土
史
の
編
さ
ん
に
は
か
な
り

の
時
間
と
、
そ
れ
に
携
わ
る
編
集

者
、
有
識
者
な
ど
多
く
の
人
材
が

必
要
と
な
る
。

　
文
化
、
伝
統
の
継
承
、
小
値
賀

町
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
客
観
的

な
資
料
と
し
て
後
世
に
伝
え
、
地

域
の
特
性
を
再
認
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
住
民
の
誇
り
と
愛
着
、

郷
土
愛
を
さ
ら
に
育
む
こ
と
に
繋

が
る
。

歯
科
診
療
所
の

歯
科
診
療
所
の

　
　
後
継
者
探
し
の
状
況
は

　
　
後
継
者
探
し
の
状
況
は

https://www.youtube.com/watch?v=xv3GeRsswoo


　
本
町
が
目
指
す
観
光
の
方
向
を

広
く
町
民
が
共
有
し
、
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
げ
る
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、
小
値
賀
町
観
光

振
興
計
画
お
よ
び
第1
期
戦
略

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
た
。

　
今
後
５
年
間
に
わ
た
る
町
の
観

光
施
策
の
指
針
と
な
る
重
要
な
計

画
で
あ
り
、
そ
の
実
効
性
や
町
民

生
活
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
て
い

ね
い
な
検
証
と
説
明
が
不
可
欠

だ
。

答
デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
数
が
少
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
精
度
に
課
題
は

あ
る
も
の
の
、
立
ち
位
置
を
把
握

す
る
こ
と
を
優
先
し
た
。

　

今
後
は
関
係
事
業
者
と
連
携

し
、
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

小値賀の観光は　小値賀の観光は

今今
い ま だい ま だ

田田  光光
みつひろみつひろ

弘弘議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　

見
ら
れ
ま
す
！

　

見
ら
れ
ま
す
！

定
め
た
数
値
目
標
の

定
め
た
数
値
目
標
の

　
妥
当
性
の
検
証
は

　
妥
当
性
の
検
証
は

【  質 問 を 終 え て  】

観 光 振 興 計 画観 光 振 興 計 画 に つ い てに つ い て

答
連
携
は
強
め
て
い
き
た
い
。
満

足
度
向
上
の
た
め
の
観
光
ル
ー
ト

な
ど
も
開
発
し
て
い
き
た
い
。

問
観
光
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
暮
ら
す

よ
う
に
旅
を
す
る
」
か
ら
「
ほ
ど

け
て
、と
け
こ
み
、み
ち
て
ゆ
く
。

人
生
の
風
待
ち
の
港　

小
値
賀
」

に
変
え
る
理
由
は
。

答
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
や
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
考
え
ら
れ
た
も
の
。

暮
ら
し
や
文
化
を
そ
の
ま
ま
観

光
資
源
と
し
て
観
光
客
を
呼
び
込

み
、
広
げ
て
い
く
と
い
う
考
え
方

だ
。

問
詩
的
だ
が
抽
象
的
す
ぎ
な
い

か
。「
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
す
る
」

の
ま
ま
で
も
良
い
の
で
は
。

答
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
全
国

で
一
般
化
し
て
し
ま
い
、
独
自
性

が
薄
く
な
っ
て
き
た
。

　
小
値
賀
町
の
価
値
を
海
外
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
コ
ン
セ

プ
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
業
績
評
価
指
標
の
多
く
が
未
設

定
の
ま
ま
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
求
め
て
い
た
。
数
値
目
標
が
示

さ
れ
な
い
中
で
な
ぜ
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
の
か
。

答
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
計
画

の
方
向
性
へ
の
意
見
を
求
め
る
段

階
で
あ
り
、
数
値
目
標
は
基
礎
デ

ー
タ
の
把
握
後
に
精
査
し
、
最
終

的
に
は
盛
り
込
ん
で
い
る
。

問
な
ぜ
欧
米
人
の
富
裕
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

客
を
進
め
よ
う
と
す
る
の
か
。

答
島
の
自
然
を
あ
り
の
ま
ま
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
本
町
の

観
光
の
ウ
リ
が
、
欧
米
人
の
旅
行

に
対
す
る
考
え
方
と
合
致
し
て
い

る
た
め
だ
。

問
富
裕
層
以
外
の
観
光
客
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
な
い
の
か
。

答
特
定
層
を
排
除
す
る
意
図
は
な

く
、
幅
広
い
層
を
歓
迎
す
る
。

　本町の観光コンセプトが「ほどけて、とけこみ、みちてゆ
く。人生の風待ちの港　小値賀」に替わります。
　「暮らすように」というキャッチコピーが全国的に増えた
ため、本町の独自性を出そうという理由からです。覚えるの
に時間がかかるのは自分の歳のせいでしょうか。対案コピー
を考えました。自己満足です。

「島の時間に身をゆだねる 小値賀しま旅」
「暮らしの風景に出会う島」「静かに満ちていく時間がある島」

問
昨
年
度
に
業
務
委
託
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
情
報
発
信
事
業
な

ど
合
計
一
千
万
円
を
超
え
る
事
業

の
検
証
は
し
た
か
。

答
報
告
書
は
上
が
っ
て
い
る
が
検

証
自
体
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。

問
観
光
客
増
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
計
画
に
掲
げ
て
い
る
。

　
町
の
規
模
を
考
え
る
と
大
規
模

整
備
は
現
実
的
で
な
く
、
現
状
を

活
か
し
た
「
身
の
丈
に
合
っ
た
」

観
光
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
の
大
規
模
整

備
は
想
定
し
て
い
な
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
や
移
動

の
不
安
解
消
な
ど
、
生
活
利
便
性

と
観
光
利
便
性
を
両
立
す
る
小
規

模
改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
「
五
島
列
島
」
に
は
全
国
的
に

か
な
り
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ

る
。
五
島
市
、
新
上
五
島
町
と
五

島
列
島
全
体
で
の
広
域
連
携
を
も

っ
と
強
め
た
う
え
で
、「
五
島
列

島
の
小
値
賀
町
」
と
い
う
ア
ピ
ー

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

どこを目指すのか！？　どこを目指すのか！？

身
の
丈
に
あ
っ
た
観
光
を

身
の
丈
に
あ
っ
た
観
光
を

(18)(19)

問
重
要
業
績
評
価
指
標
に
掲
げ
て

い
る
観
光
客
満
足
度
73
・
４
％
に

対
し
リ
ピ
ー
ト
率
45
・
７
％
と
い

う
数
字
は
、
同
じ
よ
う
に
観
光
振

興
計
画
を
定
め
て
い
る
五
島
市

（
満
足
度=

96
％
、
リ
ピ
ー
ト
率

=
12
・
８
％
）
と
比
較
す
る
と
そ

の
関
係
が
逆
転
し
て
い
る
。

　
目
標
値
と
す
る
な
ら
こ
の
数
字

の
検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の

　
効
果
の
検
証
は

　
効
果
の
検
証
は

数
値
目
標
が
空
欄
の
ま
ま

数
値
目
標
が
空
欄
の
ま
ま

　
な
ぜ
パ
ブ
コ
メ
し
た
の
か

　
な
ぜ
パ
ブ
コ
メ
し
た
の
か

「
五
島
列
島
の
小
値
賀
町
」

「
五
島
列
島
の
小
値
賀
町
」
‼‼

「
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
す
る
」

「
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
す
る
」

　
の
ま
ま
も
で
良
い
の
で
は

　
の
ま
ま
も
で
良
い
の
で
は

https://www.youtube.com/watch?v=BCkw2oQn1fs


　
第
５
次
小
値
賀
町
総
合
計
画
で

は
、
挑
戦
し
や
す
い
組
織
風
土
の

形
成
を
掲
げ
て
い
る
。

　
本
町
が
総
合
計
画
の
目
標
を
達

成
し
自
治
体
と
し
て
持
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
職
員
が
リ
ス
ク
を

恐
れ
ず
に
本
町
の
た
め
に
挑
戦

し
、
た
と
え
失
敗
し
て
も
そ
の
挑

戦
の
過
程
と
意
欲
が
正
当
に
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
の

圧
倒
的
な
当
事
者
意
識
を
引
き
出

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

「日本で最も挑戦できる島」「日本で最も挑戦できる島」

　　　　　　　　　　　を目指せ！！　　　　　　　　　　　を目指せ！！

立立
たていしたていし

石石  光光
こうすけこうすけ

助助議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

新
し
い
挑
戦
は

新
し
い
挑
戦
は

  

正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か

正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か

(20)

問
現
在
の
人
事
評
価
制
度
に
お
い

て
、
前
例
の
な
い
挑
戦
は
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答
令
和
７
年
度
よ
り
、
個
人
目
標

の
一
つ
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
」

と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
失
敗
し

て
も
減
点
は
せ
ず
、
挑
戦
の
過
程

や
学
び
を
評
価
対
象
と
す
る
こ
と

で
、
積
極
的
な
目
標
設
定
が
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
た
。

問
失
敗
は
成
長
の
機
会
だ
。「
失

敗
を
表
彰
す
る
制
度
」
や
、
失
敗

事
例
を
全
庁
で
分
析
・
共
有
し
て

次
の
糧
に
す
る
仕
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
失
敗
の
表
彰
は
、
無
責
任
な
風

潮
を
招
く
懸
念
が
あ
る
た
め
導
入

は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
ず
は
、
上
司
が
失
敗
を
責
め

ず
に
次
へ
活
か
す
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

【  質 問 を 終 え て  】

職 員 の 挑 戦 と 失 敗 を 価 値 に 変 え る 人 事 戦 略 に つ い て職 員 の 挑 戦 と 失 敗 を 価 値 に 変 え る 人 事 戦 略 に つ い て

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
同

じ
船
に
乗
る
連
帯
感
」
と
「
個
人

の
貢
献
に
対
す
る
明
確
な
評
価
」

が
不
可
欠
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

現
在
策
定
中
の
新
た
な
人
事
戦
略

に
は
ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
策
定
中
の
「
人
材
育
成
・
確
保

基
本
方
針
」
で
は
、
職
員
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
意
欲
を
失
わ
せ
な
い
仕
組

み
を
重
視
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
職
員
本
人
の

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
や
得
意
分
野

を
尊
重
し
た
配
属
を
行
い
、
管
理

職
が
そ
の
活
躍
を
し
っ
か
り
支

え
、
正
当
に
評
価
し
て
成
果
を
引

き
出
せ
る
体
制
づ
く
り
を
盛
り
込

む
予
定
だ
。

　
今
後
は
、
誰
も
が
自
分
の
意
見

を
し
っ
か
り
と
発
言
で
き
る
よ
う

な
組
織
づ
く
り
、
会
議
の
あ
り
方

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
「
話
し
や
す
い
雰
囲
気
」
を
作

る
こ
と
が
全
て
の
第
一
歩
だ
。

　
小
さ
な
工
夫
の
積
み
重
ね
か
ら

は
じ
め
、
誰
も
が
意
見
を
言
い
合

え
る
、
風
通
し
の
良
い
組
織
風
土

づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

(21)

　どれほど立派な総合計画を策定しても、実行を担う職員が
「やらされ感」では単なる絵に描いた餅に過ぎません。
　今、本町に求められているのは、前例踏襲の枠を飛び越え、
自らの意志で課題に立ち向かう圧倒的な当事者意識ではない
でしょうか。もちろん職員だけでなく、島民も同じです。
　課題先進島の超小規模自治体だからこそ、課題の本質に丁
寧に向き合い、挑戦と失敗を繰り返しながら、泥臭く解決へ
と導いていけば、きっと最先端の島になれると信じています。

問
組
織
を
前
進
さ
せ
改
革
を
生
む

原
動
力
は
、
職
員
の
圧
倒
的
な
当

事
者
意
識
と
考
え
る
。

　
最
新
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の

意
識
を
高
め
る
に
は
「
適
切
な
評

価
」「
権
限
移
譲
」
に
加
え
、
町

の
状
況
や
目
標
を
伝
え
る
「
透
明

性
の
高
い
情
報
共
有
」
が
特
に
重

要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
現
状
の
認
識
を
伺
う
。

答
議
員
が
示
し
た
当
事
者
意
識
を

構
成
す
る
要
因
は
、
本
町
の
職
員

に
も
し
っ
か
り
と
備
わ
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。

　
組
織
が
う
ま
く
回
っ
て
い
な
い

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
私
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
環
境
づ
く
り
に
課
題
が

あ
る
か
ら
だ
と
痛
感
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
提
言
か
ら
打
つ
手

が
見
え
、
組
織
と
し
て
前
進
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
。

問
一
方
で
、
当
事
者
意
識
の
高
い

優
秀
な
職
員
が
、
組
織
内
で
努
力

し
な
い
人
に
引
っ
張
ら
れ
て
意
欲

を
失
い
、
離
職
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
に
も
注
意
が
必
要
だ
。

ト
力
」
を
向
上
さ
せ
る
。

　
ま
た
、
事
業
完
了
後
の
振
り
返

り
で「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
点
」

を
メ
モ
に
残
し
、
共
有
フ
ォ
ル
ダ

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
検

討
し
た
い
。

問
若
手
職
員
が
予
算
や
権
限
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
回
せ
る

「
庁
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度
」
や
、

外
部
の
変
革
人
材
を
登
用
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答
独
立
し
た
制
度
運
用
は
人
員
体

制
的
に
困
難
だ
が
、
既
存
予
算
に

特
別
枠
を
設
け
る
な
ど
、
ス
モ
ー

ル
ス
テ
ッ
プ
で
の
権
限
譲
渡
を
検

討
す
る
。

　
外
部
人
材
に
つ
い
て
は
、
他
自

治
体
へ
の
派
遣
や
任
期
付
職
員
の

活
用
な
ど
、
効
果
的
な
人
事
戦
略

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

圧
倒
的
な
当
事
者
意
識
が

圧
倒
的
な
当
事
者
意
識
が

　
　
　
　
　
何
よ
り
も
重
要

　
　
　
　
　
何
よ
り
も
重
要

若
手
へ
の
権
限
譲
渡
と

若
手
へ
の
権
限
譲
渡
と

　
　
　
外
部
人
材
の
活
用
を

　
　
　
外
部
人
材
の
活
用
を

失
敗
を
表
彰
し

失
敗
を
表
彰
し

　
　
共
有
す
る
仕
組
み
を

　
　
共
有
す
る
仕
組
み
を

https://www.youtube.com/watch?v=lv3Hjm8nyB4&feature=youtu.be


(22)（23）

新企画新企画第第33弾弾

QQ
小小お

ぢ

か

お

ぢ

か
値
賀
値
賀
でで
働働は
た
ら

は
た
らく

と
く
と
決決きき

め
た
め
た
理理り
ゆ
う

り
ゆ
う由由

は
。
は
。

（
ト
ゥ
さ
ん
）

（
ト
ゥ
さ
ん
）
綺綺き
れ
い

き
れ
い麗麗

なな
海海う
み
う
み

がが
大大だ
い
す

だ
い
す好好

き
だ
か
ら
。

き
だ
か
ら
。

（
モ
ウ
さ
ん
）

（
モ
ウ
さ
ん
）
生生せ
い
か
つ
ひ

せ
い
か
つ
ひ

活
費
活
費
をを
抑抑お
さ
お
さ

え
、
え
、
貯貯ち
ょ
き
ん

ち
ょ
き
ん金金

し
や
し
や

す
い
す
い
環環か
ん
き
ょ
う

か
ん
き
ょ
う境境だ

か
ら
。

だ
か
ら
。

QQ
介介か
い
ご

か
い
ご護護

のの
仕仕し
ご
と

し
ご
と事事

でで
大大た
い
せ
つ

た
い
せ
つ切切

にに
思思お
も
お
も

う
こ
と
は
。

う
こ
と
は
。

（
ト
ゥ
さ
ん
）

（
ト
ゥ
さ
ん
）
一一ひ
と
り

ひ
と
り人人

ひ
と
り
を

ひ
と
り
を
理理り
か
い

り
か
い解解

しし
尊尊そ
ん
け
い

そ
ん
け
い敬敬

し
て
し
て
接接せ
っ
せ
っ
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

（
モ
ウ
さ
ん
）
一
人
ひ
と
り
の

（
モ
ウ
さ
ん
）
一
人
ひ
と
り
の
気気き

も

き

も持持
ち
を
ち
を
考考
か
ん
が

か
ん
が

え
、
え
、安安あ
ん
し
ん

あ
ん
し
ん心心

し
て
し
て
生生せ
い
か
つ

せ
い
か
つ活活

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

思
い
や
り
の

思
い
や
り
の
心心こ
こ
ろ

こ
こ
ろが

大
切
。

が
大
切
。

小値賀町に関係する「ひと・もの・こと」小値賀町に関係する「ひと・もの・こと」
を議会の目線で紹介する新企画。を議会の目線で紹介する新企画。
今回は「今回は「社会福祉法人 値賀の里」 職員の社会福祉法人 値賀の里」 職員の

　トゥ　トゥさんさん  ＆ モウ＆ モウさんさん  ですです！！

QQ
小
値
賀
で

小
値
賀
で
暮暮くく

ら
す
ら
す
中中な
か
な
か

でで
一一い
ち
ば
ん

い
ち
ば
ん番番

嬉嬉う
れ
う
れ

し
か
っ
た
こ

し
か
っ
た
こ

と
は
。

と
は
。

（
ト
ゥ
さ
ん
）

（
ト
ゥ
さ
ん
）
料料り
ょ
う
り

り
ょ
う
り理理

がが
美美お

い

お

い味味
し
い
こ
と
。

し
い
こ
と
。
野野や
さ
い

や
さ
い菜菜

を
も
ら
う
こ
と
。
い
つ
も

を
も
ら
う
こ
と
。
い
つ
も
周周ま
わ
ま
わ

り
の
り
の
方方か
た
か
た

がが
助助た
す
た
す

け
て
け
て

く
れ
る
こ
と
。

く
れ
る
こ
と
。

（
モ
ウ
さ
ん
）

（
モ
ウ
さ
ん
）
夏夏な
つ
ま
つ

な
つ
ま
つ祭祭

り
が
り
が
最最さ
い
こ
う

さ
い
こ
う高高

にに
楽楽た
の
た
の

し
か
っ
た
。

し
か
っ
た
。

QQ
職職し
ょ
く
ば

し
ょ
く
ば場場（（
養養よ
う
じ
ゅ
え
ん

よ
う
じ
ゅ
え
ん

寿
園
寿
園
）の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
は
。

）の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
は
。

（
ト
ゥ
さ
ん
）

（
ト
ゥ
さ
ん
）
清清せ
い
け
つ

せ
い
け
つ潔潔

なな
環環か
ん
き
ょ
う

か
ん
き
ょ
う境境に

、
に
、
明明あ
か
あ
か

る
く
る
く
元元げ
ん
き

げ
ん
き気気

な
ス
タ
ッ
フ
。

な
ス
タ
ッ
フ
。

　
仕
事
で

　
仕
事
で
困困こ
ま
こ
ま

っ
て
も
、
み
ん
な
が
助
け
て
く
れ

っ
て
も
、
み
ん
な
が
助
け
て
く
れ

る
。
る
。
寮寮り
ょ
う

り
ょ
うはは

設設せ
つ
び

せ
つ
び備備

がが
整整と
と
の

と
と
のい

と
て
も

い
と
て
も
便便べ
ん
り

べ
ん
り利利

。。

（
モ
ウ
さ
ん
）

（
モ
ウ
さ
ん
）
優優や
さ
や
さ

し
く
し
く
親親し
ん
せ
つ

し
ん
せ
つ切切
なな
職職し
ょ
く
い
ん

し
ょ
く
い
ん員員
のの
方方か
た
が
た

か
た
が
た々々
、、

そ
し
て
、

そ
し
て
、
大大だ
い
し
ぜ
ん

だ
い
し
ぜ
ん

自
然
自
然
のの
美美う
つ
く

う
つ
くし
い
海
を

し
い
海
を
眺眺な
が
な
が
め
ら
れ
る

め
ら
れ
る

ベ
ラ
ン
ダ
。

ベ
ラ
ン
ダ
。

QQ
小
値
賀
の
良
い
と
こ
ろ
は
。

小
値
賀
の
良
い
と
こ
ろ
は
。

（
ト
ゥ
さ
ん
）
小
値
賀
の
方
々
は
、

（
ト
ゥ
さ
ん
）
小
値
賀
の
方
々
は
、
皆皆み
ん
な

み
ん
なと

て
も

と
て
も

親
切
で
親
し
み
や
す
く
、

親
切
で
親
し
み
や
す
く
、
穏穏お
だ
お
だ

や
か
な

や
か
な
生生せ
い
か
つ

せ
い
か
つ活活

がが
送送お
く
お
く

れ
る
。

れ
る
。

（
モ
ウ
さ
ん
）

（
モ
ウ
さ
ん
）
港港み
な
と

み
な
とがが

素素す
て
き

す
て
き敵敵

で
、
で
、
赤赤あ
か
は
ま

あ
か
は
ま浜浜

海海か
い
す
い
よ
く
じ
ょ
う

か
い
す
い
よ
く
じ
ょ
う

水
浴
場

水
浴
場

島 の 宝島 の 宝

小値賀の福祉には欠かせない存在だ小値賀の福祉には欠かせない存在だ

    

国
境
を
越
え
て
繋
が
る

国
境
を
越
え
て
繋
が
る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　    

介
護
の
魅
力

介
護
の
魅
力

議会モニター    議会モニター    意見交換会 開催！意見交換会 開催！
〜町民の切実な声が議会に届けられました〜〜町民の切実な声が議会に届けられました〜

※写真は意見交換会の様子です※写真は意見交換会の様子です

◎◎
島
内
の
介
護
人
材
不
足
が
深
刻

島
内
の
介
護
人
材
不
足
が
深
刻

に
な
っ
て
い
る
。
現
場
の
実
態
を

に
な
っ
て
い
る
。
現
場
の
実
態
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
早
急
に
対

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
早
急
に
対

策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

◎◎
多
額
の
税
金
を
投
じ
る
事
業

多
額
の
税
金
を
投
じ
る
事
業

（
旧
小
西
家
住
宅
の
保
存
な
ど
）

（
旧
小
西
家
住
宅
の
保
存
な
ど
）

は
、
そ
の
価
値
や
活
用
方
法
を
町

は
、
そ
の
価
値
や
活
用
方
法
を
町

民
へ
も
っ
と
周
知
す
べ
き
。

民
へ
も
っ
と
周
知
す
べ
き
。

◎◎
総
合
体
育
館
の
雨
漏
り
や
、
使

総
合
体
育
館
の
雨
漏
り
や
、
使

用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ

用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
の
更
新
な
ど
、
生
活

ン
グ
マ
シ
ン
の
更
新
な
ど
、
生
活

に
直
結
す
る
身
近
な
施
設
の
維
持

に
直
結
す
る
身
近
な
施
設
の
維
持

管
理
（
修
繕
）
を
優
先
し
て
ほ
し

管
理
（
修
繕
）
を
優
先
し
て
ほ
し

い
。
い
。

◎◎
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
便
利
に

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
便
利
に

な
る
反
面
、
不
慣
れ
な
高
齢
者
が

な
る
反
面
、
不
慣
れ
な
高
齢
者
が

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
な
配
慮
を

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
な
配
慮
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
声
を

　
今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
声
を

も
と
に
、
定
例
３
月
会
議
で
は
審

も
と
に
、
定
例
３
月
会
議
で
は
審

議
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

議
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
後
も
、
各
常
任
委
員
会

　
ま
た
今
後
も
、
各
常
任
委
員
会

の
活
動
を
通
じ
、
町
側
へ
の
提
言

の
活
動
を
通
じ
、
町
側
へ
の
提
言

と
し
て
し
っ
か
り
と
届
け
て
ま

と
し
て
し
っ
か
り
と
届
け
て
ま

す
。
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
民
と
の
対
話
を

　
こ
れ
か
ら
も
住
民
と
の
対
話
を

重
視
し
た
、
開
か
れ
た
議
会
運
営

重
視
し
た
、
開
か
れ
た
議
会
運
営

に
努
め
ま
す
。

に
努
め
ま
す
。

◎◎
町
の
広
報
誌
で
示
さ
れ
た
「
令

町
の
広
報
誌
で
示
さ
れ
た
「
令

和和
1212
年
度
に
基
金
枯
渇
」
と
い
う

年
度
に
基
金
枯
渇
」
と
い
う

試
算
は
、
対
策
が
示
さ
れ
な
い
ま

試
算
は
、
対
策
が
示
さ
れ
な
い
ま

ま
だ
と
町
民
や
移
住
希
望
者
に
強

ま
だ
と
町
民
や
移
住
希
望
者
に
強

い
不
安
を
与
え
る
。

い
不
安
を
与
え
る
。

　
も
っ
と
丁
寧
に
改
善
策
と
セ
ッ

　
も
っ
と
丁
寧
に
改
善
策
と
セ
ッ

ト
で
説
明
し
て
ほ
し
い
。

ト
で
説
明
し
て
ほ
し
い
。

◎◎
大
島
航
路
は

大
島
航
路
は
7575
歳
以
上
の
高
齢

歳
以
上
の
高
齢

者
は
運
賃
無
料
だ
が
、
手
荷
物
に

者
は
運
賃
無
料
だ
が
、
手
荷
物
に

は
料
金
が
か
か
っ
て
い
る
。
荷
物

は
料
金
が
か
か
っ
て
い
る
。
荷
物

も
無
料
に
で
き
な
い
か
。

も
無
料
に
で
き
な
い
か
。

◎◎
島
外
か
ら
親
の
介
護
に
通
う
家

島
外
か
ら
親
の
介
護
に
通
う
家

族
向
け
の
「
準
島
民
カ
ー
ド
」
に

族
向
け
の
「
準
島
民
カ
ー
ド
」
に

つ
い
て
、
要
件
を
満
た
さ
ず
更
新

つ
い
て
、
要
件
を
満
た
さ
ず
更
新

で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

発
行
基
準
を
も
っ
と
分
か
り
や
す

発
行
基
準
を
も
っ
と
分
か
り
や
す

く
周
知
し
て
ほ
し
い
。

く
周
知
し
て
ほ
し
い
。

多
く
の
ご
意
見
が

多
く
の
ご
意
見
が

　
　
　
届
け
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
届
け
ら
れ
ま
し
た財政見通しが示された広報誌財政見通しが示された広報誌

フ
ァ
ム
テ
ィ
ア
イ
・
ト
ウ
ェ
ッ
ト

フ
ァ
ム
テ
ィ
ア
イ
・
ト
ウ
ェ
ッ
ト  

さ
ん
さ
ん

（
以
下

（
以
下    

ト
ゥ
さ
ん

ト
ゥ
さ
ん    

と
し
ま
す
）

と
し
ま
す
）

エ
イ
エ
イ
・
モ
ウ

エ
イ
エ
イ
・
モ
ウ  

さ
ん
さ
ん

　　
（
以
下

（
以
下    

モ
ウ
さ
ん

モ
ウ
さ
ん    

と
し
ま
す
）

と
し
ま
す
）

　
令
和
８
年
２
月
６
日
、
議
会
と

　
令
和
８
年
２
月
６
日
、
議
会
と

町
民
を
直
接
つ
な
ぐ
「
議
会
モ
ニ

町
民
を
直
接
つ
な
ぐ
「
議
会
モ
ニ

タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催

タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
政
の
現
状
や
議
会

　
当
日
は
、
町
政
の
現
状
や
議
会

の
活
動
に
対
し
、
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

の
活
動
に
対
し
、
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

か
ら
多
岐
に
わ
た
る
忌
憚
の
な
い

か
ら
多
岐
に
わ
た
る
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
届
け
ら
れ
た
ご
意
見

　
本
稿
で
は
届
け
ら
れ
た
ご
意
見

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
満

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
満
1616
歳歳

以
上
の
町
民

以
上
の
町
民
1010
名
以
内
で
構
成
さ

名
以
内
で
構
成
さ

れ
、
議
会
に
対
し
て
様
々
な
意
見

れ
、
議
会
に
対
し
て
様
々
な
意
見

や
助
言
を
提
言
し
ま
す
。

や
助
言
を
提
言
し
ま
す
。

（
任
期
は
２
年
で
す
。）

（
任
期
は
２
年
で
す
。）

～
主
な
活
動
内
容
～

～
主
な
活
動
内
容
～

●
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
、
意

●
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
、
意

見
の
提
出

見
の
提
出

●
議
会
の
広
報
（
議
会
だ
よ
り
・

●
議
会
の
広
報
（
議
会
だ
よ
り
・

Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）
へ
の
意
見
提

Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）
へ
の
意
見
提

出出●
議
員
と
の
意
見
交
換
（
年
１
回

●
議
員
と
の
意
見
交
換
（
年
１
回

以
上
）

以
上
）

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
は
？

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
は
？

ミャンマーミャンマー ベトナムベトナム

もも
独独ど
く
じ

ど
く
じ自自

のの
自自し
ぜ
ん

し
ぜ
ん然然

の
美
し
さ
を

の
美
し
さ
を
感感か
ん
か
ん

じ
ら
れ
る
。

じ
ら
れ
る
。

QQ
最最さ
い
ご

さ
い
ご後後

に
、
に
、
町町ち
ょ
う
が
い

ち
ょ
う
が
い外外

よ
り
よ
り
働働は
た
ら

は
た
らき

に
き
に
来来くく

る
方
に
ア

る
方
に
ア

ピ
ー
ル
を
お

ピ
ー
ル
を
お
願願ね
が
ね
が

い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。

（
ト
ゥ
さ
ん
）

（
ト
ゥ
さ
ん
）
都都と
か
い

と
か
い会会

の
よ
う
な

の
よ
う
な
活活か
っ
き

か
っ
き気気

は
あ
り
ま

は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
小
値
賀
の
方
々
は
親
し
み
や
す
く
、

せ
ん
が
、
小
値
賀
の
方
々
は
親
し
み
や
す
く
、

他他ほ
か
ほ
か

に
は
な
い

に
は
な
い
経経け
い
け
ん

け
い
け
ん験験

が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

　　
一一い
ち
ど

い
ち
ど度度
来
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と

来
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と
私私
わ
た
く
し

わ
た
く
しの
よ
う
に
、

の
よ
う
に
、

小
値
賀
の
生
活
が
好
き
に
な
り
ま
す
。

小
値
賀
の
生
活
が
好
き
に
な
り
ま
す
。

（
モ
ウ
さ
ん
）
海
と
自
然
に

（
モ
ウ
さ
ん
）
海
と
自
然
に
癒癒い
や
い
や

さ
れ
な
が
ら

さ
れ
な
が
ら
幸幸
し
あ
わ

し
あ
わ

せ
を
せ
を
実実じ
っ
か
ん

じ
っ
か
ん感感

し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時時じ
か
ん

じ
か
ん間間

をを
過過すす

ごご

せ
ま
す
。

せ
ま
す
。

～
あ
と
が
き
～

　　
世世せ
か
い
じ
ゅ
う

せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
界
中
でで
様様さ
ま
ざ
ま

さ
ま
ざ
ま々々

なな
紛紛ふ
ん
そ
う

ふ
ん
そ
う争争

やや
問問も
ん
だ
い

も
ん
だ
い題題

がが
発発は
っ
せ
い

は
っ
せ
い生生

す
る
す
る

な
か
、
人
々
の
穏
や
か
な
生
活
と
自
然
の
美
し

な
か
、
人
々
の
穏
や
か
な
生
活
と
自
然
の
美
し

さ
、
さ
、
当当ああ

た
り
た
り
前前ま
え
ま
え
の
そ
れ
が
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

の
そ
れ
が
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

だ
と
、

だ
と
、
想想お
も
お
も

いい
起起おお

こ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
さ
れ
ま
し
た
。

　　
本本ほ
ん
ち
ょ
う

ほ
ん
ち
ょ
う町町の

介
護
の
職
場
は
、

の
介
護
の
職
場
は
、
国国こ
っ
き
ょ
う

こ
っ
き
ょ
う境境をを

越越ここ

え
、
え
、
人人ひ
と
ひ
と

のの
手手てて

のの
温温ぬ
く
ぬ
く
も
り
を

も
り
を
繋繋つ
な
つ
な
ぎぎ
伝伝つ
た
つ
た
え
る
こ
と
が
で
き
て

え
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
、
本
町
の

お
り
、
本
町
の
誇誇ほ
こ
ほ
こ
れ
る
れ
る
魅魅み
り
ょ
く

み
り
ょ
く力力
の
一
つ
だ
と

の
一
つ
だ
と
確確か
く
し
ん

か
く
し
ん信信

す
る
す
る
取取し
ゅ
ざ
い

し
ゅ
ざ
い材材
に
な
り
ま
し
た
。

に
な
り
ま
し
た
。

　
お
　
お
忙忙い
そ
い
そ
し
い
中
ご

し
い
中
ご
対対た
い
お
う

た
い
お
う応応
頂頂い
た
だ

い
た
だき
、
あ
り
が
と
う
ご

き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　

ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
取
材
・
江え
が
わ川

委
員
） ベトナムベトナムミャンマーミャンマー

おぢかおぢか



 　

編

集

後

記

編

集

後

記

　
小
値
賀
の
美
し
い
春
の
風
が
吹

く
中
、
今
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、10
年
後
、

20
年
後
の
こ
の
島
の
景
色
を
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
あ
る
当

た
り
前
の
日
常
、
お
気
に
入
り
の

風
景
、そ
し
て
大
切
な
仲
間
た
ち
。

そ
れ
ら
を
守
り
、
よ
り
良
く
変
え

て
い
け
る
の
は
、他
な
ら
ぬ
「
今
」

を
生
き
る
私
た
ち
の
選
択
で
す
。

　
議
会
や
政
治
と
聞
く
と
、
ど
こ

か
自
分
と
は
無
縁
の
、
遠
い
世
界

の
話
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
歩
踏
み
込
ん
で

み
れ
ば
、
そ
こ
は
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
や
遊
び
場
を
自
由
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
、
と
て
も
創
造
的
な

場
所
で
す
。
来
年
の
春
に
は
、
町

の
未
来
の
形
を
決
め
る
大
切
な
選

挙
が
控
え
て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
と
こ
う
な
れ
ば
い
い
の

に
」
と
い
う
小
さ
な
違
和
感
や
、

若
い
世
代
な
ら
で
は
の
感
性
こ
そ

が
、
こ
の
島
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す

る
一
番
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

誰
か
が
決
め
る
未
来
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
が
主
役
と
な

り
新
し
い
小
値
賀
の
未
来
を
描
き

ま
せ
ん
か
。（
橋
本
武
士
委
員
）

編集：広報常任委員会｜発行責任者：小値賀町議会議長｜☏ 0959-56-3111（役場議会事務局）

「
み
ん
な
の
意
見
箱
」

「
み
ん
な
の
意
見
箱
」

Fa
ce

bo
ok
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uT
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e

E-
M
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L

小値賀町議会公式
SNS も併せてご覧
ください。

「ギカイの窓」
開いています！

ご意見等はこちら→

本
誌
で
は
、Ｕ
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
体
を
採
用
し
、読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

本
誌
で
は
、Ｕ
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
体
を
採
用
し
、読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
ご
意
見
に
よ
り
穴
あ
け
用
の
中
心
線
を
追
加
し
ま
し
た
。
→

議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
ご
意
見
に
よ
り
穴
あ
け
用
の
中
心
線
を
追
加
し
ま
し
た
。
→

記
入
用
紙
は

記
入
用
紙
は

　
何
で
も
Ｏ
Ｋ
！

　
何
で
も
Ｏ
Ｋ
！

  

こ
の
意
見
箱
は
小
値
賀
町
議
会
が

こ
の
意
見
箱
は
小
値
賀
町
議
会
が

設
置
し
た
も
の
で
、
み
な
さ
ん
の

設
置
し
た
も
の
で
、
み
な
さ
ん
の

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
を
広
く
頂
戴

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
を
広
く
頂
戴

し
、
そ
れ
を
も
と
に
政
策
を
立
案
、

し
、
そ
れ
を
も
と
に
政
策
を
立
案
、

執
行
機
関
へ
の
提
案
を
行
う
こ
と

執
行
機
関
へ
の
提
案
を
行
う
こ
と

で
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
こ

で
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

㊟㊟
町
が
所
管
し
て
い
な
い
こ
と
に
関

町
が
所
管
し
て
い
な
い
こ
と
に
関

す
る
も
の
、
公
共
の
福
祉
に
反
す
る

す
る
も
の
、
公
共
の
福
祉
に
反
す
る

も
の
、
議
員
及
び
小
値
賀
町
職
員
に

も
の
、
議
員
及
び
小
値
賀
町
職
員
に

対
す
る
苦
情
は
、
意
見
と
し
て
は
取

対
す
る
苦
情
は
、
意
見
と
し
て
は
取

り
扱
わ
ず
、
議
会
事
務
局
で
保
管
し

り
扱
わ
ず
、
議
会
事
務
局
で
保
管
し

ま
す
。

ま
す
。

㊟㊟
定
期
的
に
議
会
事
務
局
職
員
が
回

定
期
的
に
議
会
事
務
局
職
員
が
回

収
し
、
ご
意
見
の
内
容
は
議
員
全
員

収
し
、
ご
意
見
の
内
容
は
議
員
全
員

で
確
認
し
ま
す
。

で
確
認
し
ま
す
。

㊟㊟
頂
戴
し
た

頂
戴
し
た
ご
意
見
は
、
各
常
任
委

ご
意
見
は
、
各
常
任
委

員
会
で
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
無
記

員
会
で
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
無
記

名
の
場
合
、
協
議
結
果
を
ご
回
答
致

名
の
場
合
、
協
議
結
果
を
ご
回
答
致

し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

設
置
し
て
い
ま
す
！

設
置
し
て
い
ま
す
！

令和元年度から
現在までにいただいた

ご意見を集計して
みました！

「
ギ
カ
イ
の
窓
」

件

18

「
み
ん
な
の

　
　
意
見
箱
」

件

35

設置場所は
３ヶ所！

入口

役 場

入口

図書館
入口

ターミナル

メールでもメールでも
受け付けて受け付けて
おります！おります！
↓↓

https://www.youtube.com/channel/UCB7S-IJE9q1dhg3yLaYZs8A
https://www.facebook.com/ojikagikai/?locale=ja_JP
matmsg:TO:gikaisodan@town.ojika.lg.jp;SUB:%E3%80%8C%E3%82%AE%E3%82%AB%E3%82%A4%E3%81%AE%E7%AA%93%E3%80%8D%E3%81%B8%E3%81%AE%E6%8A%95%E7%A8%BF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6;BODY:;;
https://www.town.ojika.lg.jp/cgi-bin/inquiry.php/7?page_no=422

